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Ⅳ-4区 SP1785軒丸瓦出土

Ⅳ-3区南壁土層

Ⅳ-3区東壁土層

Ⅳ-2区掘立柱建物柱列復元

V-1区 第 2遺構面完掘状況 (北東から)

V-1区 第 2遺構面完掘状況 (北から)

V-1区 SA2003

V-2区 第 2遺構面検出状況

V-2区 第 2遺構面完掘状況 (北東から)

V-2区 SP2423

V-3区 SK2115

V-3区 第 2遺構面完掘

V-4区 第 2遺構面完掘

V-1区 第 1遺構面完掘状況 (東から)

V-1区 第 1遺構面完掘状況 (北から)

V-1区 SA1001付 近鍛冶関連遺構検出状況

図版34 1
2

3

図版35 1
2

図版36 1
2

3

4

5

6

7

8

図膀 7 1
2

3

4

5

6

7
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図版38 1
2

3

4

5

図版39 1
2

3

4

5

6

7

図権 0 1
2

3

4
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図版41 1
2

3

図版42 1
2

3

図胆 3 1
2

3

4

図脱 4 1
2

3

4

5

図随 5 1
2
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図版46 1 V-1区 SA1001付 近完掘状況

2 V-1区 SK1005

3 V-1区 SK1008検出状況

4 V-1区 SK1008土層

5 V-1区 SK1008遺 物出土

6 V-1区 SK1010土 層

7 V-1区 SK1023土 層

8 V-1区 SK1023遺 物出土

図版47 1 V-1区 SK1011土層

2 V-2区 第 1遺構面完掘状況 (北東から)

3 V-2区 SA1002

4 V-2区 SK1081

図版48 1 V-2区 SK1090

2 V-2区 SKl100

3 V-2区 SKl144

4 V-2区 SK1255

5 V-2区 SD1052

6 V-2区 SD1057

7 V-2区 SPl168

8 V-2区 SP1268

図版49 1 V-4区 第 1遺構面完掘 (西から)

2 V-4区 SU1002

3 V-4区 SU1003

4 V-4区 東側溝群

5 V-5区 SA1004

6 V-4区 南壁

7 V-5区 確認 トレンチ

図版50 1 1地 区 SX1001出 土遺物

2 1地 区 SKl142出 土遺物

3 1地 区 ST1030出土遺物

4 1地 区 SD1012出 土遺物

図版51 l I地 区第 1包含層 。第 1遺構面出土遺物

2 Ⅱ地区 SB2001出土遺物

3 Ⅱ地区 SK2019出 土遺物

図版52 1 Ⅱ地区 SH2002出 土遺物

2 Ⅱ地区第 2包含層出土遺物

3 Ⅱ地区 SA1009W 5出 土遺物

4 Ⅱ地区 SK1046出 土遺物

5 H地区 SK1047出 土遺物

6 Ⅱ地区 SKl147出 土遺物

図版53 1 Ⅱ地区 SX1001出 土遺物

2 Ⅱ地区 SPl195出 土遺物

3 Ⅱ地区 SKl163出 土遺物

4 Ⅱ地区 SKl194出 土遺物

5 Ⅱ地区 SK12■出土遺物

6 Ⅱ地区 SX1007出 土遺物

7 Ⅱ地区 SK1225出 土遺物

8 Ⅱ地区 SD1024上 位出土遺物

図版54 1 Ⅱ地区 SD1024上 位出土遺物

2 Ⅱ地区 SD1024中 位出土遺物

図版55 Ⅱ地区 SD1024下 位出土遺物

図版56 Ⅱ地区 SD1024下 位出土遺物

図版57 1 Ⅱ地区 SD1024下 位出土遺物

2 Ⅱ地区第 1遺構面・第 1包含層出土遺物

図版58 1 Ⅲ地区 SA2001EP 3出 土遺物

2 Ⅲ地区 ST2014出土遺物

3

図版59 1
2

3

4

5

図版60 1
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3

4

図版61 1
2

3

図版62 1
2

3

4

5

6
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図版63 1
2

3

4

5

図版μ  l
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6
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図版65 1
2

3

図版66 1
2

3

図版67 1
2

3

4

5

図版68 1
2

3

4

5

図版69 1
2

3

4

5

6

7

8

Ⅲ地区 SD2001出 土遺物

Ⅲ地区 SX2002出 土遺物

Ⅲ地区 SP2017出 土遺物

Ⅲ地区 SIC2036出 土遺物

Ⅲ地区 SK2093出 土遺物

Ⅲ地区 SK2095出 土遺物

Ⅲ地区 ST2157出 土遺物

Ⅲ地区 ST2160出 土遺物

Ⅲ地区 ST2209出土遺物

Ⅲ地区第 2包含層出土遺物

Ⅲ地区第 2包含層出土遺物

Ⅲ地区 SD1030出 土遺物

Ⅲ地区 SD1055出 土遺物

Ⅲ地区 SD1088出 土遺物

Ⅲ地区 SA1005EP 5出 土遺物

Ⅲ地区 SA1007出 土遺物

Ⅲ地区 SK1080出 土遺物

Ⅲ地区 SK1082出 土遺物

Ⅲ地区 SK■ 08出 土遺物

Ⅲ地区 SKl136出 土遺物

Ⅲ地区 SKl176出 土遺物

Ⅲ地区 SDl122出 土遺物

Ⅲ地区 SD■25出土遺物

Ⅲ地区 SDl137出 土遺物

Ⅲ地区 SDl140出 土遺物

Ⅲ地区 SX1004出 土遺物

Ⅲ地区 SX1005出 土遺物

Ш地区 SX1006出 土遺物

Ш地区 SX1007出 土遺物

Ⅲ地区 SPl105出 土遺物

Ⅲ地区 SP1220出 土遺物

Ⅲ地区 SP1247出 土遺物

Ⅲ地区 SP1294出 土遺物

Ⅲ地区 SR1001出土遺物

Ⅲ地区第 1包含層出土遺物

Ⅳ地区 SA1007Ы)6出土遺物

Ⅳ地区 SK1046出 土遺物

Ⅳ地区 SK1048出 土遺物

Ⅳ地区 SK1087出 土遺物

Ⅳ地区 SKl133出 土遺物

Ⅳ地区 SKl154出 土遺物

Ⅳ地区 SK1222出 土遺物

Ⅳ地区 SK1224出 土遺物

Ⅳ地区 SK1235出 土遺物

Ⅳ地区 SU1002出 土遺物

Ⅳ地区 SU1003出 土遺物

Ⅳ地区 SU1004出 土遺物

Ⅳ地区 SU1007出 土遺物

Ⅳ地区 SU1005出 土遺物

Ⅳ地区 SD1033出 土遺物

Ⅳ地区 SDl飩0出土遺物

Ⅳ地区 SD1041出 土遺物

Ⅳ地区 SD1043出 土遺物

Ⅳ地区 SD1047出 土遺物

Ⅳ地区 SP1309出 土遺物

Ⅳ地区 SP1344出 土遺物



図版70 1 Ⅳ地区 SPl149出 土遺物

2 Ⅳ地区 SK1246出 土遺物

3 Ⅳ地区 SK1277出 土遺物

4 Ⅳ地区 SK1296出 土遺物

5 Ⅳ地区 SK1298出 土遺物

6 Ⅳ地区 SK1299出 土遺物

図版71 Ⅳ地区 SK1301出 土遺物 (1)

図版ワ Ⅳ地区 SK1301出 土遺物 (2)

図版73 1 Ⅳ地区 SK1317出 土遺物

2 Ⅳ地区 SK1318出 土遺物

3 Ⅳ地区 SK1325出 土遺物

4 Ⅳ地区 SK1329出 土遺物

5 Ⅳ地区 SK1332出 土遺物

図版74 1 Ⅳ地区 SK1360出 土遺物

2 Ⅳ地区 SK1373出 土遺物

3 Ⅳ地区 SK1376出 土遺物

図版75 1 Ⅳ地区 SU1010出 土遺物

2 Ⅳ地区 SU1014出 土遺物

3 Ⅳ地区 SU1015出 土遺物

図版76 1 Ⅳ地区 SD1037出土遺物

2 Ⅳ地区 SD1078出 土遺物

3 Ⅳ地区 SP1394出 土遺物

4 Ⅳ地区 SP1462出 土遺物

5 Ⅳ地区 SP1475出 土遺物

6 Ⅳ地区 SP1548出 土遺物

7 Ⅳ地区 SP1631出 土遺物

図版77 1 Ⅳ地区 SA1030EP l出 土遺物

2 Ⅳ地区 SK1422出 土遺物

3 Ⅳ地区 SX1002出 土遺物

図版78 1 Ⅳ地区 SX1002出 土遺物

2 Ⅳ地区 SP1765出 土遺物

3 Ⅳ地区 SP1785出 土遺物

4 Ⅳ地区第 1包含層出土遺物 (1)

図版79 Ⅳ地区第 1包含層出土遺物 (2)

図版80 1 Ⅳ地区第 1包含層出土遺物 (3)

2 V地 区 SA2006EP l出 土遺物

3 V地 区 SP2423出 土遺物

4 V地 区 SP2432出 土遺物

図版81 l V地 区第 2包含層出土遺物

2 V地 区 SK1005出 土遺物

3 V地 区 SK1016出 土遺物

4 V地 区 SK1028出 土遺物

図版82 1 V地 区 SK1008出 土遺物

2 V地 区 SK1036出土遺物

3 V地 区 SK1045出 土遺物

4 V地 区 SK1062出 土遺物

5 V地区 SKl100出 土遺物

図版83 1 V地 区 SK1084出 土遺物

2 V地区 SKl108出 土遺物

3 V地 区 SKll10出 土遺物

4 V地 区 SKl142出 土遺物

図版84 1 V地 区 SKl144出 土遺物

2 V地 区 SKl150出 土遺物

3 V地 区 SK1255出 土遺物

4 V地 区 SU1004出 土遺物

図版85 1 V地 区 SD1023出 土遺物

2 V地 区 SD1030出 土遺物

3 V地 区 SD1036出 土遺物

4 V地 区 SD1049出 土遺物

5 V地区 SD1057出 土遺物

6 V地 区 SX1001出 土遺物

図版86 1 V地 区 SP■68出 土遺物

2 V地 区 SP1268出 土遺物

3 V地 区 SKl189出 土遺物

4 V地 区 SK1218出 土遺物

5 V地区 SD1070出 土遺物

6 V地区 SP1316出 土遺物

7 V地 区 SP1339出 土遺物

図版87 V地区第 1包含層出土遺物

~~X■ ~~
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(― V地区 第 1遺構面>

V―-1・ 2区 (第550図)

IV地区は、遺跡京都に位置する調査区で、吉野川の現河道まで150mの位置にある。全体的に北へ向

けで慣斜する。Ⅳ-1～ 3区北端は北に向けて落ち込むが、これは■-3区ヨヒ東端で検出したSR1001

の続き部分である。ただし、東に行くに従って落ち込み範口が広がり肩部が不

"瞭

になつたこと、遺構

面全体に決水砂層を被るようになった.こ とからⅣ地区では自然流蕗 lsRJと して扱わなかった。遺構

画は-1面のみで―、全調査区で中世が主体である0ヽ 古代以前の遺構遺物も,検出している。

'-1・
2区

ではSAIS棟、SOl基、SK243基、sH ll基、sTlЙ基、su8基、sD51条、SP3724、 sR l条 を検出。

掘立織建物1号 (V地区 弘 1001)(第 55‐1図 )

IV-1区西部南tllJ、 M・ Nll・ 12グ リブドに位置する。東西2間 14.lm)南北2聞 14,6m)床面積
―

LとG4.20m EP5

0                        4m

第5511図 IV地 1区SA1001遺構実測図

EP7          1P8

ヽ

-3-



L=6420m                                                     ____

第552図  Ⅳ地区SA1002遺構実測図

諷 ■ 1凩 1代

L=6490m

o                        4m

第553図  Ⅳ地区SA1003遺構実測図

-4-
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18,9ギ、つ基の柱穴をもつ総柱建物で、1建物主軸Nl♂ Eを向くo注穴の平面形は隅丸方形で、一辺η

～100cm深度8～36culを・iHllる 。1断面は逆台形状またはU字状で、Ы12・ 3・ 5～ 7で桂痕とみられる土―

層が確認できる。出土遺物は皆無。

掘立柱建物2号 (V地区 SA10021(第 552図)

Ⅳ-1区申―央部、M・ N17・ 13グ リッドに位置する。東西3聞 14.Bm)南北2間 (4.Om)床面積19.2

ぱ、9基の桂穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N74°Wセ向く。柱穴の平面形は円形または1不整
―
円形で、

径30～42o深度 5～ 24clxlを測る。断面は逆台形状または口字状で、EP 3～ 5'9で注痕とみられる土

層を確認。遺物はEP 6か ら卜土師―質土器片が出土。

翔立柱建物3号 (V地区 SA1003)(第 553図)

Ⅳ-2-区申央部南側(F12グリツドに位置する。東西2聞 (3,4m)南北2間 13.4m)床面積ll,7だ、

3.基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸Nll° Eを向く。注穴の平面形は円―形または隅九方形で、径34

～60m深度33～ 66clllを測る。断面はU字状で、すべての荘穴で柱痕とみられる土層を確認。

遺物はEP l・ 4・ 7'8から、土師質土器片・摘鉢・ 煮炊具、備前焼陶器片(鉄津が出土。

第554図  V地区SA1004遺構実測国

-5-



0                        4m

第555図  Ⅳ地区SA1005遺構実測図

掘立柱建物 4号 (V地区 SA1004)(第 554図 )

Ⅳ-2区西部北寄 り、K・ L5・ 6グ リッドに位置する。東西 2間 (4.3m)南 北 2間 (4.lm)床 面

積17.6ぜ 、 8基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N77° Wを 向 く。柱穴の平面形は円形または不整円

形で、径30～ 55cm深度10～ 46cmを 測る。断面は逆台形状またはU字状で、EP l・ 3・ 6で柱痕 とみら

れる土層を確認。遺物は EP 2か ら土師質土器片が出土。

掘立柱建物 5号 (V地区 SA1005)(第 555図 )

Ⅳ-2区西部北寄 り、K・ L4・ 5グ リッドに位置。東西 2間 (5.4m)南北 2間 (3.9m)床面積21.1

♂、 7基の柱穴をもつ側柱建物。主軸は N68°Wを向く。南東隅の柱穴を欠 く。柱穴の平面形は隅九方

形か不整円形で、一辺35～ 65cm深度24～ 48cm。 断面は逆台形状またはU字状で、EP l・ 5・ 7で柱痕

とみられる土層を確認。遺物は EP l・ 3・ 6か ら須恵器片、土姉質土器片・杯・悟鉢・煮炊具が出土。

掘立柱建物 6号 (V地区 SA1006)(第 556図 )

Ⅳ-2区西部中央、J・ K5・ 6グ リッドに位置。東西 4間 (5,8m)南 北 2間 (5。 lm)床面積29.6

だ、■基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N78° Wを 向 く。柱穴の平面形は円形か不整円形で、径25

～45cm深度16～ 52cm。 断面はU字状で、EP 3,6・ ■で柱痕とみられる土層を確認。出土遺物は皆無。

-6-



EP10   ~EPll

L=6440m

0                        4m

第556図  Ⅳ地区SA1006遺構実測図

掘立柱建物 7号 (V地区 SA1007)(第 557～ 560図 )

Ⅳ-2区西部南寄 り、I～ K5。 6グ リッドに位置する。東西 2間 (5.8m)南 北 2間 (3.8m)床 面

積22.0♂、 7基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主 N73° Wを 向 く。北西隅の柱穴を欠 く。柱穴の平面形

は円形または隅九方形で、径25～ 60cm深度12～ 34cm。 断面は逆台形状またはu字状で、EP l・ 3で柱

痕とみられる土層が確認でき、EP 3で は根石を伴う。

遺物は EP 6の検出面から土師質土器皿、銭貨、結晶片岩製円礫が出土。柱の抜 き取 り後に円礫 5点

と、銅銭10点、土師皿 5点 を埋納。皿は比較的上位に位置する。建物撤去に伴う祭祀遺構とみられる。

9盈～978は 土師質土器皿。回転台成形で、底部外面に静止糸切 り痕を残す。胎土に結晶片岩・絹雲母

を含む。979～ 988は 銅銭。979～ 981は開元通賓。唐銭で、621年初鋳。979は 背月。981は 肉薄で郭の整

形が雑であることから、私鋳銭の可能性あり。982は 軋元重賓。唐銭で、759年初鋳。983・ 984は 元豊通

費の真書体。北宋銭で、1078年初鋳。985は 元祐通費の察書体。北宋銭で、1086年初鋳。肉薄。986～ 988

は永楽通賓。明朝銭で、1408年初鋳。989～ 998は 結晶片岩製円礫。径 4 cm前後の扁平な円礫である。加

工痕はみられない。遺構の年代は、出土遺物から16世紀頃と考えられる。

-7-



碇

醐一
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第550図 V地区SA100ア EP6
遺物出土実測―図.(下位 )
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L‐ 641Sem

第562図 V地区SA1009遺構実測図

掘立機建物3号 (V地区 SA1008j(2561図 )

Ⅳ-2区西端部南寄り、J・ K2～ 4グ リツドに位置|す る。東西5間 (9・ 9m)南北2間 (4。 2m)床
面積41`6∬、14基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸

‐N80PWを向く。柱穴の平面形は隅丸方形か楕円

形で、一辺30～55cm深度18～.52cta。 断面は逆台形状ま.た はU字状で、EP 3～ 5,7・ 10'11で柱痕と―

みられる土層が確認でき、IEP■・12で根石を伴う。遺物はEP12・ 14か ら、須恵器片ヽ土師質土器片 ‐

皿 (静止糸切
.り

)、 青磁碗 (細蓬弁)が出土。概ね16世紀頃とみられる。

掘立柱建物9号 (V地区 SA1009)(第 562図 )

IⅣ -2区西
1端

部南端、I・ J2.グ リツドに位置し、西は調査1区外に延びる。東西推定2間以―上 (4.lm

以上)MIIL 2間 (5,Om)床面積20.5ゞ以上、5基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸N18'Eを 向く。

柱穴の平面形は円形または1不整円形で、径35～.50cm深度12～ 24cmを 測―る。断面は逆台形状で、柱痕は確

認
―
できない。出上遺物は皆無。
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第563図  Ⅳ地区SA1010遺構実測図

掘立柱建物10号 (V地区 SA1010)(第 563図 )

Ⅳ-2区西部南側、I・ J3・ 4グ リッドに位置する。東西 2間 (5。 9m)南北 2間 (4。 9m)床面積28.9

r、 8基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N79° Wを 向く。柱穴の平面形は円形または楕円形で、径

40～ 60cm深度13～42cmを 測る。断面は逆台形状またはU字状で、EP 3。 7で柱痕 とみられる土層が確

認でき、EP 4・ 7では根石を伴う。遺物は EP 5か ら、土師質土器煮炊具が出土。

掘立柱建物11号 (V地区 SA1011)(第 564図 )

Ⅳ-2区西部南側、I・ J3・ 4グ リッドに位置する。東西 2間 (4.8m)南北 2間 (4.2m)床面積20.2

♂、 8基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N77° Wを 向 く。柱穴の平面形は不整円形または隅丸方形

で、径20～ 65cm深度13～ 44cmを 測る。断面はU字状で、EP 3で柱痕とみられる土層を確認。

掘立柱建物12号 (V地区 SA1012)(第 565図 )

Ⅳ-2区西部南端、J～ 14～ 6グ リッドに位置する。東西 3間 (6。 4m)南北 3間 (5.8m)床面積37.4

―- 12 -―



∬銅脚 含めて東西4聞
tは

4m)41,0ぽ )、.17基の柱穴をもう北鹿付きの側注建物で、建物主軸 1苛T―

wイ を向く。1柱えの平面形は円形または惰円形,隅丸方形で、径30～ ■0甑深度■-46qllを 測るも―断面は

逆台彦狼またはU宇決で、EP l'8‐ 10・ 14・ 15で柱疾とみら|れ―る工層を鶴

1溜物はEP O・ 7,9,12・ 16か ら、顔慮器片、主師賓土器片・杯・皿 ly■熟切り)・ 羽釜が出―兆

税ね

“

世紀―蜃―とみちれる.d

撤螂撃聰,1埒 lV地区 ISA4018)(鐵醸団)

W-2区中央都北寄り、1・ 」8・ つグリッドに位置する。東西2間 (3.Om)南北2 FHE得 .Om)床面

e19‐.5だ、忍―基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主頚 N80°Wを向く。i柱欠の平面形はH彦ま,た は隅九芳

形で、径鍋～55cm・AR18-50cmを測る。断面1ま逆合諺状またはJ宇状で、EPl l e～ o,3で柱痕と

なられる.上層を確認じ、EPl‐ 2・ 4・ う`″ ,3で根石を伴う。遺物―はEPi4か ら上師質主器片が出

土。

摘立柱建物14号 (V地区 SA404141鶴鶏η図)

IIVi'区中央部、H.18‐10グリッドに位置する。東西
'間

(説 am)首北2口 14.5�)床面積26.2

♂、7基の注えをもつ側農建物で、建物主鞘WずWを1向 く。柱床の平画形は円形または不彗円形で、

―   i13    -
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第565図  Ⅳ地区SA1012這構実測図

径35～ 70cm深度13～52cmを 測る。断面は逆台形状またはu字状で、EP 2。 4・ 6・ 7で柱痕とみられ

る土層を確認。遺物はEP 5か ら鉄津が出土。

掘立柱建物15号 (V地区 SA1015)(第 568図 )

Ⅳ-2区中央部南寄り、F'Gll～ 13グ リッドに位置する。東西 5間 (10。 4m)南北 2間 (4.3m)床

面積45,lr、 13基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N79° Wを 向く。柱穴の平面形は円形または不整

円形で、径30～ 50cm深度20～46cmを 測る。断面は逆台形状またはu字状で、EP 7～ 11で柱痕とみられ

る土層を確認し、EP 3・ 7で根石を伴う。出土遺物は皆無。
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第566図 VttESA10鴨遺構実測回

柵列〕号
.(V地

区 S01001)(第 569図 )

IVi,区東部苗端、Dお ,1なグリッドに位置する。東西
-2画

(4-.13m)南北1lH 93m)4基の柱穴

がL宇形t■列ボ純列で,主鞘はN84'wを向く。構穴の平面形は劇形または捨円形で iヽ e22■49匈深度

14-32cmを測る。断面il逆台形状または芭宇決で、明確な柱痕はみちれない。遺物はEPlか ら主師1質

土器片切ヾ出土。

土筑9号 (v地区 SK4000)(3570図 )

V-1区西側南側、M13グリツドに位置する、長軸1益血短期的ぬ深度13oaな測る隅丸長方形の上抗。

主軸はNとがEを向く―。1断面は逆台影球で、連土Ⅲ2層に分層ぉ1出土―違物|は 1点のみで、9941鑢器杯―

の上半部。焼成やや不良で、胎上に結晶片岩を合むα棚ね8～ ,世紀代とIみ られる。

土坑節号 (�地区 sK4028,la5711国 )

IV― 1区東部「ILN(― N187リ ツドに位置する、長軸117倣短軸躙側課産Tcnaを潮る綸円形の土―坑ぅ主

軸はIWげWを向く―。断面は浅い皿状で、理土は1層。遺協|は須意器蓋(鉄釘が出上。995は須鵡

天丼都はほr輩輝 で、中螂 を欠く。線|ね 8～ 9世紀代とみら―れる。

-15-



第567図 Ⅳ地区SA1014遺構実測図

土坑46号 (V地区 SK4046)(第 572図 )

Ⅳ-2区画部南寄り、すBグリッドに位置―する、長軸
.106cm短

軸魏醸 度第mを測る不整な隅丸長方形

の上
―
娩 主軸はIN90'WEを 1向 く―。断面は不密な方形で、1埋土は1唐―

。遺物は備前晦器露、鉄導が出土。

996は備前腕の陶器甕。国縁|は,上下に拡張した玉縁ぉ重根編年IVB―期(15世紀代とみられる.。

土筑″号 (―V地区 SK4047'(第 573薗 )

IV-2区西都南寄り、J4グリツドに位置する、長軸174cn4短軸74cm深度軽cmを悧る1楕円形主抗,報
はN90°WEを向く。断面は不整な逆台形状で、底面の東西それぞれに:不整H形の落ち1込みを1有する.。

埋土は4層に分層―。遺物は上1師質上器片…煮炊具 (格子タタキほか)・ 朔釜、鉄製品片が出土。997は東

予型の上師質土器羽釜む鍔報は低い凸帯状で、難付痕は確認できな予、概ね15～ 16世紀代とみ―られる。

土孵   (V地区 S(1048112574`575図 )

W-2区西部北等り、K4-グリツド
'こ

位置する、長軸94cm蜘 深廃ワClllを測る円形上抗:西側に

小入を伴う.。 断面は逆台形状で、備前焼奏―を埋置した連甕議 ヽ下半都が遺存じ、日縁‐体部上位―は内

部に洛ち込む9検出面で径約eomの群 な円礫が出土|。 違土は9層に創唇でき、第lⅢ 2層が面側ピッ

一 16-
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第節9団 |ヤ地区S01001選糖実測回

第5170図 V地疇 K10∞達構∵鷺物棄測1回

歩―  1痙 毬

0.                  IOCm

＼

一

1.鰈

,ビ電翅鍵醜�

鶏571図 V理区SK102鐵 1遺物1表測園
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L=64,80m

1  ▲   
▲

よ▲●  全二w王L己盈色農遺選滋急

1.オ リーブ掲色2.5Y4/3砂 質土 (し まり強)

明赤褐色・黒掲色シルトブロック含む
i臓化物細片含む

0                     1m

0                      20cm

第572図  Ⅳ地区SK1046遺構 。遺物実測図
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L=6480m

1 暗掲色10YR3/3砂 質土 (し まり強)

オリーブ褐色砂質土ブロック含む
炭化物細片多く含む

2 オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

灰オリーブ色シル トブロック含む
3 オリーブ褐色25Y4/4砂 質土 (し まり強)

灰オリーブ色砂質土ブロック多く含む
4 オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

責掲色砂質土ブロック含む
5 暗灰黄色25Y4/2砂 質土 (し まり強)

o                        2m

0                10Cm

第573図  Ⅳ地区SK1047遺構・遺物実測図

卜、第 3～ 5層が甕内埋土、第 6～ 9層が甕外狽1の埋上である。

遺物は須恵器片、土師質土器片 。杯・煮炊具 (格子タタキほか)。 羽釜、備前陶器奏、白磁碗、鉄釘、

骨片が出土。998は 白磁皿の下半部。高台は4ヶ 所に狭 りをもつ割高台。釉に貫入を伴 う。森田分類白

磁皿 D群 に相当し、15世紀前半頃と考えられる。999は備前焼の陶器奏。口縁は玉縁に作る。重根編年

ⅣA期 に相当 し、14世紀後半頃の年代が与えられる。1000,1001は 鉄釘。頭部をL字に屈曲させ、平

頭に作る。遺構の年代は、出土遺物から概ね15世紀代と考えられる。

上坑52号 (V地区 SK1052)(第 576図 )

Ⅳ-2区西部中央、J・ K4グ リッドに位置 し、東は遣構に切 られる。長軸残存長222cm短軸220cm深

度14cmを測る隅丸方形の土坑。主軸は N83° Wを 向 く。断面は皿状で、埋土は 1層 。遺物は土師質土器

杯 (回転糸切 り)・ 羽釜、備前陶器福鉢が出土。1002は 土師質土器羽釜。鍔部は折 り曲げ技法で作る。

内面にヨコハケを施す。14世紀末～15世紀前半頃か。

土坑53号 (V地区 SK1053)(第 577図 )

Ⅳ-2区西部北寄 り、K5グ リッドに位置する、長軸42cm短軸36cm深度28cmを 測る不整形の上坑。断

面は逆台形状で、埋土は 1層。出土遺物は 1点のみで、1003は 土師質土器悟鉢の口縁部。片口付近のた

め歪む。外面にユビオサエのち板ナデ、内面にヨコハケのち悟目を施す。15～ 16世紀代 とみられる。

―- 20 -―
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出土平面図 (1)

出上平面図 (2)

上坑59号 (V地区 SK1059)(第 579図 )

Ⅳ-2区中央部南端、E12グ リッドに位置する、

面逆台形状で、埋土は2層。遺物は土師質土器片

土坑69号 (V地区 SK1069)(第 58o図 )

Ⅳ-2区西端部南側、J2グ リッドに位置する、

0                    1m

l 灰色5Y5/1砂質土 (し まり強)

2.灰オリーブ色5Y5/2砂質土 (し まり強)

灰色砂質土ブロック合む
3 オリーブ褐色25Y4/4秒 質土 (し まり弱)

灰色シルトブロゥク含む
4 オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり弱)

焼土粒わずかに含む、炭化物細片多く含む
灰黄色シルトブロック含む、砂性強い

5 黄褐色2.5Y5/3砂 質土 (し まり弱)

灰黄色シルトブロック含む
6 灰オリーブ色5Y5/3砂質土 (し まり強)

7 オリーブ責色5Y6/3砂質土 (し まり強)

灰色砂質土ブロック含む、砂性強い
8 灰オリーブ色5Y5/3砂 質土 (し まり強)

灰白色砂質土ブロック含む、砂性強い
9 灰白色5Y7/2砂質土 (し まり強)

砂性強い

長軸190cHl短軸172cln深度28clllを 測る円形の上坑。断

羽釜、鉄製刀子 。釘が出土。1005は鉄製の刀子。

長軸90cm短軸40cln深度34cmを 測る不整な楕円形の上

＼

一

出土平面図 (3)

第574図 Ⅳ地区SK1048遺物出土実測図・遺構実測図

土坑55号 (V地区 SK1055)(第 578図 )

Ⅳ-2区中央部南側、F・ G10グ リッドに位置する、長軸130cm短軸106cm深度16cmを 沢1る 楕円形の上

抗。主軸はN27° Eを 向く。断面は皿状で、埋土は1層。遺物は土師質土器片・煮炊具、備前陶器片、

鉄釘が出土。1004は鉄釘。頂部を叩いて平頭に作る。遺構の年代は、概ね中世後半期と考えら|れ る。

-21-



0       5cm

一

0                     5cm

第575図  Ⅳ地区SK1048遺物実測図

坑。主軸は N87° Eを 向く。断面は逆台形状で、東側に上からの掘削によるピット状の掘 り込みがあり、

底面に30cm大 の礫を根石状に据える。埋土は 2層。大型柱穴の可能性あり。遺物は土師質土器片・奏が

出土。1006は土師質土器甕の口縁部。端部を外反させ、小さな玉縁状に作る。産地 。時期不明。

土坑71号 (V地区 SK1071)(第 581図 )

Ⅳ-2区西端部南側、12グ リッドに位置する、長軸125cm短軸50cm深度36cmを 測る楕円形土坑。主軸

は N67° Wを 向く。断面逆台形状で、埋土は 1層。遺物は須恵器片、土師質土器煮炊具・脚部、鉄釘・

不明鉄製品が出土。1007は不明鉄製品。幅 6 alm厚 さ 2 1BIn、 断面長方形の鉄板をヘアピン状に曲げる。

土坑79号 (V地区 SK1079)(第 582図 )

Ⅳ-2区西部北側、L・ M3グ リッドに位置する、長軸425cm短軸95cm深度34cmを 測る隅丸長方形の土

坑。主軸は N20° Eを 向く。断面は逆台形状で、埋土は 6層 に分層。

遺物は土師質土器杯 (静止糸切 り)。 括鉢・煮炊具、備前陶器片、鉄釘、鉄刀子、鉄製火打ち金が出

土。1008は 三角形状の鉄製品で、火打ち金とみられる。図の左下端が浅 く狭れており、使用によるもの
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L=6480m
1 オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

灰オリーブ色シル トブロック含む
黄掲色砂質土ブロック含む

キ ギ
p洒 2い

0                1ocm

第576図  Ⅳ地区SK1052遺構・遺物実測図

L=6460m

0          1m

第577図

0                    10cm

1 暗灰黄色25Y4/2砂 質土 (し まり強)

黄掲色シル トブロック含む

Ⅳ地区SK1053遺構・遺物実測図

―- 23 -―



オ

オリーブ褐色25Y4/3砂 質土
暗灰黄色細砂ブロック含む、

(し まり強)      II
醜強い    く)1004

L=6490m

L=6495m

5cm

0          1m

第578図 Ⅳ地区SK1055遺構 。遺物実測図

祥

一

Ｅ

い
９

寸
甲
＝

コ

趣    2 尋

0                        2m

オリープ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

責褐色砂質土ブロック合む
オリーブ褐色25Y4/3砂 質上 (し まり強)

灰オリーブ色ンル トブロック含む

第579図  Ⅳ地区SK1059遺構 。遺物実測図
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3より西2m
南lm

1 オリーブ掲色25Y4/3砂質土 (し まり強)

lcm未満の炭化物片多く含む
2 オリーブ褐色25Y4/3砂質土 (し まり強)

0                     1m

L=6450m

0

第580図  Ⅳ地区SK1069遺構・遺物実測図

1.オ リーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

3cm未満の炭化物片多く含む

第581図  Ⅳ地区SK1071遺構・遺物実測図

0                5cm

平
が獅
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o                     5cm

1.

2

3.

第582図  Ⅳ地区SK1079遺構・遺物実測図

オリーブ褐色2.5Y4/3砂 質土 (し まり強)

講墓を整考予4駆室ヽ まりめ
責褐色砂質土ブロック含む
オリーブ褐色25Y4お砂質土 (し まり強)

灰オリープ色砂買土ブロック合む
資褐色2.5Y5/4砂 質土 (しまり強)

オリーブ禍色砂質土ブロック含む
暗灰黄色25Y5/2砂質土 (し まり3aiJ

黄褐色砂質土プロック含む
暗灰黄色2.5Y4/2砂 質土 (し まり強)
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.第583図 V地区SK1987遺構実測図

と考えられる。遺構の年代1ま、出土遺物から概ね16世紀代と考えられる。

土坑87号 (V地区 SK1087)(第 583・ 584図 )

Ⅳ-2区西部南寄り、J3グリツドに位置する、長軸105cm短軸80cm深度22calを測る不整形土抗。主軸

1ま N38°wを向く。断面は皿状|で、埋土は2層。検出面で備前焼甕が破砕された状態で出上。

遺物は土師質土器片・杯、備前陶器養、銭貨、貝片が出土。1009は 備前焼陶器義で、ほぼ完形に復元

できた。日縁は玉縁に作り、外面肩部に3条の沈線を水平方向に施す。重根編年Ⅳ▲―期に相当し、14世

紀後半の年代が与えられる。1010は備前焼陶器甕の体部下位の一菩陥 1011～ 1014は飼銭j1011は 開元通

費。唐銭で、621年初鋳。薄手で彫り浅く、やや小ぶり。私鋳銭の可能性が高い。1012は淳化元賓の行

書体。北宋銭で、990年初鋳。背と面左下に他銭の密
―
着痕あり。1019は 元符通費の真書体。北未銭で、

1098年初鋳。1014は 聖宋元賓の象書偽 北宋銭で、1101年初鋳。背に密着痕あり。

遺構の年代は、出土遺物から14世紀後半頃と考えられる。

上坑

“

号 (V地区 SK1096)(第 585図 )

Ⅳ-2区西部北倒、M4グリッドに位置する、長軸12Scm短軸■Ocm深度25cmを測る不整円形土坑ょ断

面は逆台形状で、連土は2層。遺物は土師質土器片・播鉢、陶器碗、青磁碗が出土。1015は 瀬戸美濃系

陶器碗の底部―。内面に灰釉を―施し、貫入を伴う。底郡外面は回転糸切り痕を残し、のち高台削り出し。

遺構の年代は、出土遺物から概ね15～ 16世紀代と考えられる。

土坑97号 (V地区 SK1097)(第 586図 )

IV-2区西部北側、M4・ 5グリッドに位置する、長軸195cm短軸100m深度15cmを測る不警な隅丸方

―-27-―



1014

4cm

0                                  20cm

第584図  Ⅳ地区SK1087遺物実測図
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L=6430m

0                        2m

L=6430m

第585図  Ⅳ地区SK1096遺構 。遺物実測図

~lm5

.                   0         5cm

中

オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

lcm未満の炭化物片多く含む
オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

黄褐色砂質土ブロック含む
炭化物細片含む

1 オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

0                10cm

・遺物実測図

1

2

ゝ

・

0                        2m

第586図  V地区SK1097遺構
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L=6430m

1 オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

2 オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

責灰色砂質土ブロック含む

0          1m

第587図  Ⅳ地区SK1098遺構・遺物実測図

形の上坑。主軸は N73° Wを 向く。断面は逆台形状で、埋土は 1層。

遺物は土師質土器片・橋鉢・煮炊具が出土。1016は土師質土器悟鉢の上半部。口縁端部を内上方に拡

張。内面に斜位の板ナデのち指目を施す。胎上に頁岩を含む。概ね15～ 16世紀代 と考えられる。

土坑98号 (V地区 SK1098)(第 587図 )

Ⅳ-2区西部北側、M4グ リッドに位置 し、北を遺構に切られる。長軸残存長235cm短軸110cm深度18

cmを 測る不整な隅丸方形土坑。主軸は N13° Eを 向く。断面は逆台形状で、埋土は2層 る。

遺物は土師質土器煮炊具 (格子タタキ)・ 皿が出土。1017は 土師質土器皿。底部外面に静止糸切 り痕

を残す。胎土に結晶片岩とみられる粒子を含む。概ね16世紀代 と考えられる。

上坑99号 (Ⅳ地区 SK1099)(第 588図 )

Ⅳ-2区西部北側、M4・ 5グ リッドに位置する、長軸110cm短軸75cm深度32cmを 測る隅丸方形土坑。

主軸は N70° Wを 向く。断面は逆台形状で、埋土は 2層 に分層。

遺物は土師質土器悟休、備前陶器甕、角礫凝灰岩製石臼(上臼)が出土。1018は備前焼陶器甕の上部。

口縁を玉縁に作 り、上下に拡張。童根編年ⅣB期前後、15世紀代 とみられる。1019は角礫凝灰岩製の石

臼 (上臼)。 天霧産の石材を使用。下面は凹面状で、中央に芯棒受け孔を有する。側面に横打ち込み孔

が lヶ 所あるが、下面の摩耗により露出。溝目は8分画副溝 3条を施す。

遺構の年代は、出土遺物から概ね15～ 16世紀代 と考えられる。
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第588図 V地区SK1099遺構・遺物実測図
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土坑118号 (V地区 SKll18)(第 589図 )

Ⅳ-2区西部北寄 り、J・ K5グ リッドに位置する、長軸110cm短軸70cm深度20cmを 測る隅丸方形の上

坑。主軸は NM° Wを 向く。断面は逆台形状で、埋土は 1層。出土遺物は 1点のみで、1020は 備前焼陶

器橋鉢の上半部。口縁は幅広 く発達 し、稜線が顕著である。口縁外面に悟目を施した櫛状工具の擦痕が

みられる。重根編年VA期、16世紀前半とみられる。

土坑122号 (V地区 SKl122)(第 590図 )

Ⅳ-2区西部南寄 り、」4グ リッドに位置する、長軸70cm短軸50cm深度29cmを 測る隅九方形の土坑。

主軸は N35° Eを 向 く。断面は方形で、埋土は2層。底部で10～20cm大 の礫が 4点出土するほか、遺物

は皆無。

土坑126号 (V地区 SKl126)(第 591図 )

Ⅳ-2区東部北側、H2グ リッドに位置する、長軸110cm短軸100cm深度23cmを 測る不整な隅丸方形の

上坑。主軸は N75° Wを 向く。断面は逆台形状で、埋土は 1層。遺物は土師質土器片・杯が出土。1021

は土師質土器杯の底部。底部外面に回転糸切 り痕を残す。中世前半期か。

上坑128号 (V地区 SKl128)(第 592図 )

Ⅳ-2区西部南側、H・ 14グ リッドに位置する、長軸90cm短軸45cm深度28cmを 測る隅丸方形の上坑。

主軸は N5° Eを 向 く。断面は方形で、北偵1に上からの掘 り込みによるピット状の落ち込みがある。底

部に根石状の礫を伴う。埋土は4層 に分層。出土遺物は皆無。

土坑133号 (V地区 SKl133)(第 593図 )

Ⅳ-2区中央部南寄 り、16グ リッドに位置する、長軸140cm短軸100cm深度42cmを 測る楕円形の土坑。

主軸は N28° Eを 向く。断面は不整な逆台形状で、底面は北に向けて下がる。埋土は 3層 に分層。

遺物は土師質土器煮炊具・鍋・羽釜、凝灰岩製砥石が出土。1022は土師質土器羽釜の上半部。鍔部は

短い凸帯状で、折 り曲げ技法で作る。内面に横位の板ナデを施す。1023,1024は 土師質土器鍋。外面に

ユビオサエのち板ナデを施 し、1023は 内面に密なヨコハケ、1024は横位の板ナデを施す。1024は破面の

一部に煤が付着しており、二次被熱の可能性あり。遺構の年代は、概ね15世紀代 とみられる。

上坑135号 (V地区 SKl135)(第 594図 )

Ⅳ-2区中央部南端、GoH6グ リッドに位置する、長軸120cm短軸75cm深度21cmを 測る楕円形土坑。

主軸は N20° Eを 向 く。断面は逆台形状で、埋土は 1層。遺物は土師質土器煮炊具、青磁稜花皿、結晶

片岩製砥石が出土。1025は結晶片岩製砥石で、 2面を使用 し、自然面を多 く残す。部分的に筋状の沈線

を残す。遺構の年代は、出土遺物から15世紀前後と考えられる。

土坑154号 (V地区 SKl154)(第 595図 )

Ⅳ-2区中央部北側、J9グ リッドに位置する、

主軸は N18° Eを 向 く。断面は逆台形状で、埋土は

長軸80cm短軸63cm深度14cmを 測る隅丸長方形土坑。

1層。10～ 35cm大の礫が出土するが、配置に規則性
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L=6440m

ゝ

一

0                     1m

i 暗灰黄色25Y4/2砂 質土 (し まり強)

第591

1

0          1m

黄掲色25Y5/3砂 質土 (し まり強)

灰オリーブ色砂質土ブロック含む
砂性強い
オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり弱)

第590図  Ⅳ地区
SKl122遺構実測図

1021

0                10cm

ヽ

・

1 責褐色25Y5/4砂 質土 (し まり強)

0          1m
|

図 Ⅳ地区SKl126遺構・遺物実測図

オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

砂性強い
オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

黄掲色砂質土ブロック合む、砂性強い
黄掲色25Y5/3シ ル ト (し まり強)

オリーブ褐色砂質土ブロック含む
オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

黄褐色ンル トブロック含む、砂性強い

0          1m

第592図  Ⅳ地区SKl128遺構実測図

第589図  Ⅳ地区SKll18遺構 。遺物実測図

L=6440m
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オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

3cm未満の炭化物片含む
オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

オリーブ掲色25Y4/4砂 質土 (し まり強)

灰オリーブ色ンル トブロック合む

0                     1m

0                10Cm

第593図  Ⅳ地区SKl133遺構 。遺物実測図
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第595図 V地区S(1154遺構 。遣物実測図

1

1.黄庶色2汚Y4/1砂質土 (し まり強)

オリーブ褐色ンルトブロック夢く含む

第594図 V地区S‐Kl135遺構 ,遺物実測図
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は見いだせない。

出土遺物は 1点のみで、1026は 土師質土器鍋。口縁端部は肥厚。頸部外面に指頭圧痕を残 し、体部外

面に目の粗いタテハケ、底部外面と内面は目の細かいヨコハケを施す。淡色を呈する。吉備系の鍋で、

搬入品とみられる。概ね13世紀代 と考えられる。

上坑155号 (V地区 SKl155)(第 596図 )

Ⅳ-2区中央部北寄 り、J9グ リッドに位置 し、西の一部は遺構に切 られる。長軸175cln短 軸80cm深度

22cmを 測る不整な楕円形土坑。主軸は N20° Eを 向 く。断面は逆台形状で、埋土は 1層 。北半に10～ 50

cm大の礫が集中するが、配置に規則性は見いだせない。

遺物は土師質土器片 。煮炊具、鉄釘が出土。1027は鉄釘。両端部を欠 く。

土坑160号 (V地区 SKl160)(第 597図 )

Ⅳ-2区中央部北側、J10グ リッドに位置する、長軸125cm短軸90cm深度86cmを 測る隅九方形の上坑。

主軸は N15° Eを 向 く。断面は逆台形状で、埋土は3層。

遺物は土師質土器皿・悟鉢・煮炊具 (格子タタキほか)が出土。1028は土師質土器皿の上半部。回転

台成形で器壁は薄い。胎土に結晶片岩を含む。1029は 土師質土器悟鉢。口縁端部を内上方に拡張する。

体部外面にユビオサエのち板ナデ、内面にヨコハケのち橋目を施す。体部外面下位に煤が付着 し、内面

下位に炭素が付着することから、煮炊具として使用されたとみられる。

遺構の年代は、出土遺物から概ね15～ 16世紀代 と考えられる。

土坑161号 (V地区 SKl161)(第 598図 )

Ⅳ-2区中央部北寄 り、J9。 10グ リッドに位置する、長軸105cm短軸75cm深度30cmを 測る隅九長方形

土坑。主軸は N80° Wを 向く。断面は逆台形状で、埋土は 1層。底部付近に10cm前後の礫が散在。

遺物は土師質土器片 。杯・橋鉢・羽金が出土。1030は 土師質土器皿の底部。底部外面に静止糸切 り痕

を残す。胎土に結晶片岩と絹雲母を含む。1031は土師質土器橋鉢。口縁は拡張しない。

遺構の年代は、出土遺物から概ね16世紀代 と考えられる。

上坑164号 (V地区 SKl164)(第 599図 )

Ⅳ-2区中央部南側、H8グ リッドに位置する、長軸80cm短軸70cm深度20cmを 測る隅丸長方形の土坑。

主軸はN90獅肥 を向 く。断面は逆台形状で、埋土は2層。遺物は土師質土器片・杯が出土。1032は 土

師質土器杯の下半部。底部外面に静止糸切 り痕を残す。16世紀代 とみられる。

土坑175号 (V地区 SKl175)(第 600図 )

Ⅳ-2区中央部南寄 り、H10・ 11グ リッドに位置 し、東端は遺構に切 られる。長軸655cm短軸130cm深

度21cmを 測る長楕円形土坑。主軸は N74° Wを 向く。断面は皿状で、埋土は 2層。焼土や炭化物片はみ

られない。西と東に10～ 50cm大の礫が集中する部分がある。

遺物は土師質土器杯 。捏鉢・羽釜、鉄淳が出土。1033は土師質土器捏鉢の上部。口縁は拡張せず、残

存部に橋目は確認できない。外面に煤が付着 し、内面は剥離者しく炭素付着。煮炊具として使用 したも
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第596図  V地区SKl155遺構 。遺物実測図

I I

′′

0                     5cm

1.暗灰責色2.5Y4/2砂質土 (し まり強)

0              10cm

L=64.50m

L=64,40m

0          1m

l 晴灰責色2.5Y4/2砂質土 (し まり弱)

2 オリーブ掲色2おY4/3砂質土 (し まり弱)

砂性強い
3 オリーブ褐色2.5V4/4砂質土 (し まり弱)

Ⅳ地区SKl160遺構 。遺物実測図

1

/洋

第597図
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310ょけ北2m

1 オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

炭化物細片多く含む

第598図  Ⅳ地区SKl161遺構 。遺物実測図

0          1m

第599図  Ⅳ地区SKl164遺構 。遺物実測図

1∝ 2

生_ド甘_T_ど当m

1 オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

2 オリーブ掲色25Y4/4砂 質土 (し まり強)
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のと考えられる。中世後半期とみられる。

上坑176号 (V地区 SKl176)(第 601図 )

Ⅳ-2区中央部、H10。 11グ リッドに位置 し、南は遺構に切られる。東西240cm南北残存長125c■l深度

48cmを 測る隅丸方形土坑。主軸は N66° Wを 向く。断面は逆台形状で、底面中央部が落ち込む。埋土は

4層。遺物は土師質土器杯 。悟鉢・煮炊具・羽釜、備前焼陶器片が出土。概ね15～ 16世紀代 とみられる。

土坑177号 (Ⅳ地区 SKl177)(第 602図 )

Ⅳ-2区中央部南寄 り、H9グ リッドに位置する、東西225cm南北95cm深度56cmを 測る不整な隅九長

方形土坑。主軸は N68°Wを 向く。断面は不整な逆台形状で東側が落ち込む。埋土は4層。西側埋土上

位に10～ 50cm大の礫が集中し、東側埋土中位に20cm前後の礫が少量出土。配置に規則性は見いだせない。

遺物は土師質土器悟鉢・煮炊具が出土。1034は土師質土器橋鉢の下半部。外面に斜位の板ナデ、内面

にヨコハケのち橋目を施す。底部内面使用により摩耗 し、煤付着。

遺構の年代は、出土遺物から概ね15～ 16世紀代 と考えられる。

上坑188号 (V地区 SKl188)(第 603図 )

Ⅳ-2区中央部南端、E9グ リッドに位置 し、南は調査区外に延びる。長軸残存長120c14短 軸90cm深

度18cmを 測る隅丸方形土坑。主軸は N8° Eを 向 く。断面は逆台形状で、埋土は 1層。北側検出面で10

～50cm大の礫が出土。出土遺物は皆無。

土坑208号 (Ⅳ地区 SK1208)(第 604図 )

Ⅳ-2区東部南側、F13グ リッドに位置する、長軸120cm短軸50cm深度16cmを 測る楕円形土坑。主軸

は N18° Eを 向く。断面は皿状で、埋土は 1層。出土遺物は鉄釘のみで、1035は頭部をL字に屈曲させ、

平頭に作る。

土坑222号 (V地区 SK1222)(第 605図 )

Ⅳ-2区東部北側、115・ 16グ リッドに位置する、長軸125cm短軸75cm深度24cmを 測る不整な隅丸方形

土坑。主軸は N64° Wを 向く。断面は逆台形状で、埋土は 1層。

遺物は角礫凝灰岩製石臼、砂岩製茶臼が出土。1036。 1037は 角礫凝灰岩製石臼 (上 臼)。 1036は 天霧

産の石材を使用。下面中央に芯棒受け孔、側面に横打ち込み孔 lヶ 所、下面は凹面状で摩耗著しく溝目

は確認できない。1037は天霧産石材の可能性が高いものの断言できない。下面はわずかに凹面を呈 し、

溝目は確認できない。1038は砂岩製茶臼 (下臼)。 中央に方形の芯棒受け孔が貫通。上面の溝目は 8分

画副溝 8条を施す。遺構の年代は、出土遺物から概ね16世紀頃と考えられる。

土坑224号 (V地区 SK1224)(第 606図 )

Ⅳ-2区東部北寄 り、H15グ リッドに位置する、長軸85cm短軸75cm深度23cmを 測る円形の土坑。断面

は逆台形状で、埋土は2層。10～ 30cm大の課を下敷きにし、長軸70cm短軸48cm厚み14cmの扁平な大型礫

を上にのせた状態で出土している。下層の礫に組んだ形跡は認められない。
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遣物は土師質土器羽釜、備前陶器甕が出土。1039は土師質土器羽釜。鍔部は短 く、折 り曲げ技法で作

る。日縁 と鍔部の間に焼成前穿孔を施 し、外側の鍔部を外上方に拡張 して把手部を作る。体部外面に横

位に連続 して指頭圧痕を残し、のち底部も含めて横位の板ナデを施す。内面はヨコハケを施す。概ね15

～16世紀代 と考えられる。1040は備前焼陶器奏の下半部。内面は部分的に剥離あり。

土坑226号 (V地区 SK1226)(第 607図 )

Ⅳ-2区東部北側、116グ リッドに位置する、長軸195cm短軸80cm深度14cmを 測る不整形土坑。主軸は

N83° Wを 向 く。断面は皿状で、埋土は 2層。第 1層 から長さ80cm幅 16cmの板状炭化材 と薄い板状炭化

物片が出土。遺構の底面 。壁面に明瞭な被熱痕は確認できない。出土遺物は皆無。

土坑235号 (V地区 SK1235)(第 608図 )

Ⅳ-2区東都南寄 り、F17グ リッドに位置する、長軸155cm短軸150cm深度32cmを 沢よる隅九方形土坑。

主軸は N13° Eを 向く。断面逆台形状で、坦土は3層。西側に上からの掘 り込みによる落ち込みがある。

遺物は弥生土器片・鉢・甕が出土。1041～ 1043は 弥生土器。1041は 養。体部外面平行タタキのちタテ

ハケ、体部内面上位斜位のヘラケズリを施す。1042・ 1043は弥生土器鉢。外面の調整は、1042は 平行タ

タキ、1043は 平行タタキのちハケ、内面はともにハケを施す。3点 とも胎土に結晶片岩と絹雲母を含む。

遺構の年代は、出土遺物から弥生時代後期と考えられる。

上坑240号 (V地区 SK1240)(第 609図 )

Ⅳ-2区東端部北側、G・ H20グ リッドに位置する、長軸155cm短軸100cm深度42cmを 測る楕円形土坑。

主軸は N62° Eを 向 く。断面は逆台形状で、埋土は2層 に分層。第 2層上面に10～30cm大 の扁平な円礫

を敷き詰める。土壊墓の一種であろうか。出土遺物は皆無。

焼土坑 1号 (V地区 SH1001)(第 610図 )

Ⅳ-2区東部中央、G17グ リッドに位置する、長軸70cm短軸65cm深度20cmを 測る不整形の焼土坑。断

面は不整な逆台形状で、埋土は 3層、すべての層で焼土ブロックや炭化物片を多 く検出した。

遺物は土師質土器皿 。悟鉢・瓦質土器片が出土。1044は 土師質土器皿。底部外面に回転ヘラ切 り痕の

ち板目痕を残す。1045は土師質土器括鉢。口縁端部を内側に拡張。体部外面に連続 した指頭圧痕を残 し、

内面横位の板ナデのち悟目を施す。遺構の年代は、出土遺物から槻ね15～ 16世紀代 と考えられる。

土壊墓 8号 (V地区 S¬ 008)(第611図 )

Ⅳ-1区西部南寄 り、010・ ■グリッドに位置する、長軸200cm短軸105cm深度27cmを 測る隅丸長方形

の上墳墓。主軸は N80° Eを 向く。断面は逆台形状で、埋土は3層 に分層できる。最下層は有機物を多

く含むとみられる暗色土層である。

出土遺物は 1点のみで、1046は土師質土器不明品。口縁の一部と考えられ、器壁は厚い。口縁端部は

ヨコナデ、内外面は板ナデを施 し、粘上の接合面はヨコハケを施す。浅鎌型の火鉢とも考えられるが、

被熱痕や煤の付着は確認できない。
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土壊墓 9号 (V地区 S¬ 009)(第612図 )

Ⅳ-1区西部中央、O・ Pllグ リッドに位置する、長軸157cm短軸95cm深度38cmを 測る隅丸長方形の土

娠墓。主軸は N78° Wを 向く。断面は逆台形状で、埋土は 3層 に分層できる。最下層は有機物を多 く含

むとみられる暗色土層。

遺物は土師器皿・煮炊具、須恵器杯・蓋・奏・重が出土。1047は土師器皿の底部。内外面に赤彩を施

す。底部外面に「×」字の刻書を描 く。胎土に結晶片岩・絹雲母を含む。1048・ 1049は 高台付の須恵器

杯。1049は 焼成不良で、軟質。部分的に炭素付着。遺構の年代は、 8世紀中葉前後 と考えられる。

土渡墓33号 (Ⅳ地区 ST1033)(第 613図 )

Ⅳ-1区 中央部南側、Lo M15グ リッドに位置する、長軸235cm短軸105cm深度31cmを 測る隅丸長方形

の上娠墓。主軸は N15° Eを 向く。断面逆台形状で、埋土は 2層。遺物は土師器片・蓋・皿 (赤彩ほか)・

煮炊具、須恵器片・杯が出土。1050は須恵器杯の上半部。概ね 8世紀代 とみられる。

土渡墓68号 (V地区 ST1068)(第 614図 )

Ⅳ-2区中央部南寄 り、H・ 19。 10グ リッドに位置する、長軸140cm短軸85cm深度52cmを 測る楕円形

の上填墓。主軸は N70°Wを 向く。断面は逆台形状で、埋土は4層 に分層。出土遺物は 1点のみで、1051

は鉄釘。頭部をL字に屈曲させ平頭に作る。

土渡墓112号 (V地区 STll12)(第615図 )

Ⅳ-2区東端部中央、E・ F18・ 19グ リッドに位置する、長軸220cm短軸128cm深度44cmを 測る隅丸長

方形の土墳墓。主軸は N12° Eを 向 く。断面は逆台形状で、部分的に袋状を呈する。埋土は3層。最下

層は有機物を多 く含むとみられる暗色土層。出土遺物は 1点のみで、1052は 土師器養の上半部。口縁端

部をわずかに上下に拡張。体部外面にタテハケ、内面に横位の板ナデを施す。

集石遺構 1号 (V地区 SU1001)(第 616図 )

Ⅳ-1区中央部北側、P16グ リッドに位置する集石遺構。SD1001の 西側、長軸340cm短軸92cmの範囲

にみられ、10～30cm大 の礫で構成される。SD1001肩 部で検出した礫群は、粗雑ながら護岸状の石組み

が認められる。北西に拡がる礫群は、Ⅲ地区から続 く落ち込み肩部のラインに沿うものの、配置に規則

性は見いだせない。

遺物は土師質土器悟鉢 。煮炊具脚部が出土。1053は土師質土器悟鉢の上部。口縁端部を継ぎ足 して内

上方に拡張する。内面ヨコハケのち括目を施す。概ね15～ 16世紀代 とみられる。

集石遺構 2号 (V地区 SU1002)(第 617・ 618図 )

Ⅳ-1区東部北側、N o 020グ リッドに位置する。屋敷地区画溝 SD1032北端部西側に位置する集石遺

構。長軸610cm短軸108cmの 範囲にみられ、10～ 60cm大の礫で構成される。SD1032の 西側斜面に沿って南

北に拡がっており、明瞭な積石や石組みは確認できないものの、護岸的な性格を持つものと考えられる。

遺物は土師質土器片 。杯・煮炊具・煮炊具脚部・羽釜・甕、備前陶器幡鉢・奏、鉄津、凝灰岩製砥石

が出土。10Mは土師質土器羽釜の鍔部。折 り曲げ技法で作 り、端部は強いヨコナデ、内面はヨコハケを
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L=6420m

0          1m

第616図  Ⅳ地区SU1001遺構 。遺物実測図 _

施す。1055は土師質土器甕。口縁は短 く、端部を肥厚させる。体部外面に格子タタキを施す。楠井産の

甕 AⅡ 類に形状 。技法が酷似するが、口縁端部を上方に拡張する点が異なる。14世紀後葉～15世紀初頭

か。1056は 凝灰岩製砥石。 1面を部分的に使用する。

集石遺構 3号 (V地区 SU1003)(第 617・ 619図 )

Ⅳ-1区東部北側、N・ 020～ 2グ リッドに位置する。屋敷地区画溝 SD1032北 端部東側から、屋敷地

北側にかけてL宇状に配置される集石遺構。SD1032東側部分は南北長軸636cm短軸182cmを 測る。10～

60cm大の礫で構成され、溝の斜面を覆うような状況で検出している。積石や石組みは確認できないもの

の、護岸的な性格を持つものと考えられる。

屋敷地北側は、東西長軸572cm短軸116cmを 測 り、東はⅣ-2区 SU1004に 向けて延びる。北側に向け

て落ち込む斜面肩部を保護・区画するための石積みで、30cm前後の礫を用い、小口を外側に向けて 1～

3段積む。内側には10cm前後の小礫が検出されたが、部分的に地山との隙間を充填する程度である。

遺物は土師器片 (赤彩ほか)、 須恵器片・杯・壷、土師質土器杯・皿 (静止糸切 りほか)・ 括鉢・煮炊

具 (格子タタキほか)・ 鍋・羽釜、須恵質土器橋鉢・捏鉢、青磁碗、土製鋳型、鉄製品片・釘、軽石が

出土。1057は土師質土器杯。回転台成形で、底部外面に板目痕を残す。切 り離 し技法不明。1058は 青磁

碗の下半部。体部外面に幅広の蓮弁文 とみられるヘラ片彫文、底部内面に印花文を施す。上田分類の C―

Ⅱ―a類に相当し、14世紀後葉～15世紀前葉の年代が与えられる。1059は土師質土器羽釜の上部。鍔部
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は折 り曲げ技法で作 り、両端部は方形に仕上げる。内面はヨコハケを施す。楠井産羽釜か。1060は 土師

質土器括鉢の上半部。口縁端部を内上方に継ぎ足す。片口を設ける。内面ヨコハケのち括目を施す。1061

は東播系須恵質土器捏鉢の上半部。口縁端部を拡張。森田編年第Ⅲ期第 1段階に相当し、13世紀前半～

後半の年代が与えられる。1062は 鉄釘で、頭部を欠 く。

集石遺構 4号 (V地区 SU1004)(第 620～ 622図 )

Ⅳ-2区西部北端、M・ N4～ 7グ リッドに位置する。屋敷地北辺を区画する石積みであり、東は SD

1040ま で、西はⅣ-1区 SU1003へ続 く。長軸1444cm80cm深度95cmを 測る。30～ 60cm大の礫で構成され、

小口を外側に向けて面を揃え、 3段前後に積む。小型の礫は大型礫の間詰めに用いられ、明瞭な裏込め

は確認できない。 2ヶ 所の断ち割 り調査によって、落ち込みの肩部から2～ 3m北 に石積みを構築し、

この間に土を入れて平坦面を作 り、屋敷地を北に拡張 した事がわかった。

遺物は石積みの内外から、土師質土器杯 (静止糸切 り)・ 皿 。悟鉢・煮炊具脚部・鍋・羽釜、亀山系

瓦質土器甕、備前陶器悟鉢・奏、鉄製品片、鉄津、銅製第、角礫凝灰岩製石臼か、が出土。

1063～ 1070は土師質土器皿。いずれも回転台成形で、底部が残存する個体は外面に静止糸切 り痕を残

す。胎上に結晶片岩を含む。1071～ 1074は 土師質土器羽釜。

1071・ 1072は東予型の羽釜で、低い凸帯状の鍔を有する。鍔部折 り曲げ技法とみられるが明瞭でなく、

貼付けの可能性も残す。1073・ 1074は 鍔部を折 り曲げ技法で作 り、端部を尖らせる。内面に横位の板ナ

デを施す。1075は 土師質土器鍋で、底部を欠 く。頸部外面に指頭圧痕を残 し、体部外面は板ナデ、内面

は横位の板ナデを施す。1076は土師質土器橋鉢の上半部。口縁端部をわずかに肥厚させる。体部外面ユ

ビオサエのち横位の板ナデ、内面横位の板ナデのち橋目を施す。内面は剥離が多い。

1077は 天霧産角礫凝灰岩製の石製品。掲き臼形を呈する。底部に上下から穿孔を施すため、臼か手水

鉢の転用品か。内面に縦位の整痕、外面に横位の基痕を残す。石積みの外側から出土。1078は銅製第の

下半。装飾・文様等はない。石積み外側から出土。

遺構の年代は、出土遺物から概ね15～16世紀代 と考えられる。

集石遺構 5号 (V地区 SU1005)(第 623図 )

Ⅳ-2区西部北端、L8。 9グ リッドに位置する。SU1004の 東側延長線上に位置するが、東西346cm

のみ検出している。20～ 30cm前後の礫を東西に列べるが、su1004と 比較 して礫は小型で、面を小口で

揃えない。部分的に2段の石積みが遺る。断ち割 り調査によって、落ち込み肩部から北1.5mの 地点に

石積みを構築 しており、SU1004と 同様に平坦面の拡張を企図している。

遺物は土師質土器片・橋鉢・茶金、鉄製品片が出土。1079は 土師質土器茶金の上半部。肩部に焼成前

穿孔を施 し、外側に外上方に延びる把手部を貼 り付ける。体部外面にハケを施 し、内面に指頭圧痕を残

す。15～ 16世紀代 とみられる。

集石遺構 6号 (V地区 SU1006)(第 624図 )

Ⅳ-2区中央郡北端、L9・ 10グ リッドに位置する、長さ388cm幅252cm深度34cmを 測る不整形の集石

土坑。断面は皿状で、底面は起伏がみられる。埋土は2層 に分層できる。礫は10～ 50cm大で、遺構中央

部に集中する。配置に規則性は見いだせない。
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第623図  Ⅳ地区SU1005遺構・遺物実測図

1 オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

灰白色シル トブロック含む
2 暗灰黄色2.5Y4/2砂質土 (し まり強)

灰白色シル トブロック多く合む
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(し まり強)砂性強い
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第624図  V地区SU1006遺構 。遺物実測図
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遺物は土師質土器片・杯 (回転糸切 り。回転ヘラ切 り)・ 橋鉢・煮炊具・羽釜 (内耳ほか)、 須恵質土

器捏鉢、備前陶器信鉢、鉄淳、骨片が出土。1080は土師質土器杯。底部外面は回転ヘラ切 りか。胎土は

粗 く、結晶片岩を多 く含む。lo81は 土師質土器羽釜の上半部。鍔部は折 り曲げ技法で作 り、両端部は尖

らせ気味に仕上げる。内面ヨコハケを施す。1082は 東播系須恵質土器捏鉢の上半部。口縁端部を上方に

拡張させる。森田編年第Ⅲ期第 1段階とみられ、13世紀前半～後半の年代が与えられる。1083は備前焼

陶器悟鉢の体部下半。悟目の状況から16世紀代 と考えられる。

集石遺構 7号 (V地区 SU1007)(第 625。 626図 )

Ⅳ-2区中央部北側、J9グ リッドに位置する、長さ143cm幅125cm深度23cmを 測る不整形の集石土坑。

断面は逆台形状で、埋土は 1層 である。10～ 80cmの礫で構成され、大型礫が主体を占める。配置に規則

性は見いだせない。

遺物は土師質土器片・皿・橋鉢・羽釜 (内耳ほか)が出土。1084は土師質土器皿。底部外面に静止糸

切 り痕を残す。胎土に結晶片岩・絹雲母を含む。1085は 土師質土器悟鉢の上半部。口縁端部を内側に拡

張する。内面ヨコハケのち悟目を施す。1086～ 1090は土師質土器羽釜。1086は 、鍔部を折 り曲げ技法で

作る。体部外面下半に脚部を貼付。体部外面ユビオサエのち板ナデ、底部外面に格子タタキ、内面横位

の板ナデを施す。胎土は粗 く、砂岩を含む。14～ 15世紀頃か。1087は 鍔部を折 り曲げ技法で作る。体部

内面に目の粗いヨコハケを施す。1088は 鍔部成形技法不明。内外面は板ナデで作 り、タタキは確認でき

ない。1089。 1090は把手が付 くいわゆる内耳鍋。鍔部は折 り曲げ技法で作 り、内面はヨコハケを施す。

遺構の年代は、出土遺物から概ね15～16世紀代 と考えられる。

集石遺構20号 (V地区 SU1020)(第 627図 )

Ⅳ-2区中央部南側、G・ H8。 9グ リッドに位置する、長軸91cm短軸40cmを 測る不整な長楕円形を

呈する集石遺構。10～ 40cm大の礫で構成。検出面より19～37cm上で検出し、掘 り込みは確認できない。

遺物は土師質土器片・指鉢、角礫凝灰岩製石臼が出土。1091は土師質土器橋鉢の上半部。口縁端部を

内上方に拡張する。日縁外面にヨコハケ、体部タト面にユビオサエのち板ナデ、内面ヨコハケのち悟目を

施す。胎土に結晶片岩を含むとみられる。1092は 天霧産とみられる角礫凝灰岩製の石臼 (上臼)。 偵1面

に横打ち込み孔 1カ 所あり。下面は磨耗 し、溝目は確認できない。

遺構の年代は、出土遺物から概ね16世紀頃とみられる。

溝 4～ 31号 (V地区 SD1004～ 1031)(第 550図 ・付図11)

Ⅳ-1区北端部、0～ S13～20グ リッドに位置する。Ⅲ地区から続 く落ち込みの緩斜面に掘削された

幅30～ 80cm深 さ10cm前後の南北方向に走る浅い溝で、 lm前後の間隔をおいて規則的に並ぶ。耕作に伴

うものと考えられる。

溝32号 (V地区 SD1032)(第 628図 )

Ⅳ-1区東部、I～019～ 1グ リッドに位置 し、南は調査区外に廷びる。検出長31.5m幅225cm深度49

cmを測る。主軸は N10° Eを 向く。断面はレンズ状で、底面は北に向けて下がる。埋土は 3層 に分層で

き、第 1層 はしまりが弱い細砂層である。本遺構は方形区画屋敷地西側の区画溝である。北はⅢ地区か

-61-



オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

L=6550m
ギ
齢

0                    1m

ラ~`丁
τ rr,~T)

1贈

第625図  Ⅳ地区SU1007遺構・遺物実測図 (1)

―- 62 -

0                10cm



軒

Ｈ

岱
Ц



札
堆

も
B

イ

L=6470m

0                    1m

第627図  Ⅳ地区SU1020遺構 。遺物実測図

0                      10cm

― 側 ―



L=6420m
A A´

L=6420m
B′    C 

ヤ  C´

1 灰色5Y4/1細砂 (し まり弱)

2 オリーブ褐色25Y4/4砂 質土 (し まり強)

灰オリーブ色砂質土ブロック含む
3 オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

灰オリーブ色砂質土ブロック含む

ｍ

報一Ｂ
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!

0                   10cm

第628図  Ⅳ地区SD1032遺構 。遺物実測図

ら続 く落ち込みに合流し、北端部で護岸とみられる集石遺構 SU1002・ 1003を伴う。

遺物は須恵器片・壷、土師質土器片・杯・悟鉢・羽釜・煮炊具脚部、須恵質土器片、備前陶器甕・情

鉢、瀬戸美濃系天目茶碗が出土。1093は東予型の上師質土器羽釜の上部。鍔部は貼付 とみられる。1094

は土師質土器悟鉢の下部。内面横位の板ナデのち橋目を施す。1095は備前焼陶器悟鉢の上半部。口縁端

部は上方に大きく拡張させ、片口を設ける。重根編年VA期で、16世紀前半の年代が与えられる。

遺構の年代は、出土遺物から概ね16世紀代 と考えられる。

溝33号 (V地区 SD1033)(第 629図 )

Ⅳ-1区東端部、J～ N20～ 2グ リッドに位置する。L字に屈曲する溝で、方形区画屋敷地の北および

西端から3～ 4m内側を通る。東はⅣ-2区 に延び、SD1038に 繋がる可能性がある。南北長21.5m東

西検出長2,7m幅 85cm深度10cm。 南北主軸は N17° Eを 向く。断面はレンズ状で、埋土は 1層。
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遺物は土師質土器杯・羽金が出土。1096は 東予型の上師質土器羽釜。鍔部は貼付 とみられる。外面斜

位の板ナデ、内面横位の板ナデを施す。1097は土師質土器羽釜。鍔部は短 く退化 し、口縁と近接する。

折 り曲げ技法で作る。体部外面ユビオサエのち板ナデ、内面横位の板ナデを施す。

遺構の年代は、出土遺物から概ね16世紀代 と考えられる。

溝39号 (V地区 SD1039)(第 630図 )

Ⅳ-2区西端部南側、IoJ2。 3グ リッドに位置 し、西は調査区外に延びるが隣接するⅣ-1区では

検出されない。検出長5.2m幅 50cm深度 6 cmを 測る。主軸は N77° Wを 向 く。断面は浅いレンズ状で、

埋土は 1層。遺物は土師質土器皿、凝灰岩製砥石が出土。1098は凝灰岩製砥石で、 3面を使用。

溝40号 (V地区 SD1040)(第 631・ 633図 )

Ⅳ-2区西部、G～L5～ 7グ リッドに位置 し、南は調査区外に延びる。検出長29.Om幅 120cm深度62

cmを 測る。主軸は N16° Eを 向く。断面はU字状で、底面は北に向けて下がる。埋土は4層 に分層。方

形区画屋敷地の東側を画する溝で、北端は落ち込み部に合流 し、西に向けて SU1004が延びる。約50cm

の間隔をおいてSD1041と 並行。

遺物は須恵器片、土師質土器皿 。播鉢・煮炊具・羽釜、瓦質土器火鉢、備前陶器悟鉢・甕が出土。

1099・ 1100は土師質土器皿。底部外面に静止糸切 り痕を残す。1100は胎土に結晶片岩と絹雲母を含む。

1101は土師器質土器羽釜の上半。鍔部は短 く、折 り曲げ技法で作る。体部内外面は板ナデを施す。■02

は土師質土器橋鉢の上半部。口縁端部を内側に拡張する。体部外面に連続した指頭圧痕を残 し、内面は

横位の板ナデのち橋目を施す。■03・ 1104は備前焼陶器括鉢の上部。1103は 重根編年ⅣB-1期で15世

紀前葉、■04は ⅣB-3期 とみられ15世紀後葉の年代が与えられる。

1105は 瓦質土器火鉢の上部。内傾 しており、窓をもたないことから浅鎌形の火鉢と考える。外面に2

条の凸帯を只占り付け、その間にヘラ描 きの文様と菊花文スタンプを施す。炭素吸着良好。包含層出土遺

物1407と 同一個体ではないが、同型である。

遺構の年代は、出土遺物から15～ 16世紀代 と考えられる。

清41号 (V地区 SD1041)(第 632・ 634・ 635図 )

Ⅳ-2区西部、G～L5～ 7グ リッドに位置 し、南は調査区外に延びる。検出長28.7m幅 130cm深度24

cmを測る。主軸は N17° Eを 向き、SD1040と 並行する。断面はレンズ状で、底面は北に向けて下がる。

埋土は3層 に分層。

遺物は土師質土器皿・悟鉢・鍋・羽釜・火鉢、備前陶器悟鉢・甕、鉄製品片・刀子が出土。

1106は土師質土器皿。底部外面に静止糸切 り痕を残す。胎土に結晶片岩と絹雲母を含む。

1107～ 1109は土師質土器羽釜。1107は 東予型羽釜の上部片で、低い凸帯状の鍔部を折 り曲げ技法で作

る。内面横位の板ナデを施す。1108・ 1109は 鍔部を折 り曲げ技法で作る。体部外面ユビオサエのち板ナ

デ、内面横位の板ナデを施す。タタキの痕跡は確認できない。1109は胎土に砂岩を含む。■10は土師質

土器鍋の口縁部片。内面板ナデを施す。

■11は土師質土器悟鉢の口縁部片で、片口部付近にあたる。外面指頭圧痕が顕著で、内面板ナデのち

悟目を施す。1112は備前焼陶器橘鉢の下部。悟目の状況から15～ 16世紀代 とみられる。1113は土師質土
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L=6410m
B B´

L=6410m
CA´

1 オリーブ掲色25Y4/4砂 質土 (し まり弱)

0          1m

うも OC゛く|

~/ヽ
 1-

一

―

,N

暗灰黄色25Y4/2砂 質土 (し まり強)

灰白色シル トブロック含む
オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

灰白色シル トブロック含む
暗灰責色25Y4/2砂 質土 (し まり弱)

~~乱
1叫

10cm

第629図  Ⅳ地区SD1033遺構 。遺物実測図

L=6440m
1 オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

0          1m

0               10cm

第630図  Ⅳ地区SD1039遺構・遺物実測図 第631図

B´

0          1m

第632図  Ⅳ地区SD1041遺構断面図

L=6440m
B

オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

灰オリーブ色シル トブロック多く含む
オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

灰オリーブ色ンル トブロック含む
オリーブ褐色25Y4/4砂 質土 (し まり強)

灰オリーブ色シル トブロック含む
オリーブ掲色25Y4/4砂 質土 (し まり強)

砂性強い

Ⅳ地区SD1040遺構断面図
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第634図  Ⅳ地区SD1041遺物実測図 (1)
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0                     5cm

第635図  Ⅳ地区SD1041遺物実測図 (2)

０

‐

L=6450m
S              N

I● III III.■ |||III

0          1m
|

l 暗灰黄色25Y4/2砂 質土 (し まり強)

砂性強い

L=6440m
W

0          1m

鬱 戸σ l朽

第636図 Ⅳ地区SD1043遺構 。遺物実測図

1 暗灰黄色25Y4/2砂 質土 (し まり弱)

黄掲色砂質土ブロック含む

第637図  Ⅳ地区SD1045遺構 。遺物実測図

0                      10Cm

0                10cm

劇
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器の口縁部で、大きく内彎する。火鉢または釜とみられる。

■14は鉄製の刀子とみられるが、残存長18。 7cmを測 り刀子にしては大きい。

遺構の年代は、出土遺物から概ね15～16世紀代 と考えられる。

溝43号 (V地区 SD1043)(第 636図 )

Ⅳ-2区中央部、H・ 18～ 10グ リッドに位置する、全長10.Om幅70cm深度10cm。 主軸は N72° Wを 向

く。断面はレンズ状で、埋土は 1層。遺物は土師質土器片、凝灰岩製砥石が出土。1115は 凝灰岩製砥石。

6面を使用。

溝45号 (V地区 SD1045)(第 637図 )

Ⅳ-2区中央部、H～K10。 ■グリッドに位置 し、南端は遺構に切られ以南には延びない。検出長15.6

m幅 100cm深度14cm。 主軸は N8° Wを 向く。断面はレンズ状で、埋土は 1層。

遺物は土師質土器片・橋鉢・煮炊具が出土。■16は土師質土器悟鉢の上部片で、片口付近。1117は 土

師質土器悟鉢の下部。内面は使用により磨耗。■18は土師質土器橋鉢の上半部。口縁端部を上方に拡張。

外面に指頭圧痕を残 し、内面ヨコハケのち悟目を施す。ともに15～16世紀代 とみられる。

溝47号 (V地区 SD1047)(第 638図 )

Ⅳ-2区 中央部北側、H～K■ '12グ リッドに位置する、全長15。 lm幅 120cm深度14cm。 主軸は N14°

Eを 向く。断面はレンズ状で、埋土は 1層 である。北端部に10～ 50cm大の礫が集中する。直線状に列ぶ

が、組んだような形跡はない。南端部では小型の礫に混 じって■19の羽釜が出土。

遺物は土師質土器杯・橘鉢・煮炊具 (格子タタキ)・ 羽釜 (内耳)、 備前陶器片・甕、鉄刀子・藝が出

土。1119は土師質土器羽釜。鍔部は折 り曲げ技法で作る。日縁 と鍔の間に焼成前穿子しを施 し、外側の鍔

部を拡張して把手部を作る。体部外面に連続 した指頭圧痕を残 し、底部外面に板ナデ、内面に横位の板

ナデを施す。タタキの痕跡は確認できない。11201ま 鉄製の藝とみられる。頭部を欠 く。

遺構の年代は、出土遺物から概ね15～ 16世紀代 と考えられる。

小穴 4号 (V地区 SP1004)(第 639図 )

Ⅳ-1区西部 L o Mllグ リッドに位置する、一辺57cm深度26cmを 測る隅九方形の小穴。出土遺物は 1

点のみで、1121は須恵器杯の下半部。 8世紀中葉頃か。

小穴 6号 (V地区 SP1006)(第 640図 )

Ⅳ-1区中央部北寄 り、N16・ 17グ リッドに位置する、径40cm深度17cmを測る円形の小穴。出土遺物

は 1点のみで、■22は 土師質土器羽釜。鍔部は短 く、折 り曲げ技法で作る。体部外面ユビオサエのち板

ナデまたはハケを施す。内面は指頭圧痕が顕著で、のち横位の板ナデを施す。15世紀頃とみられる。

小穴80号 (V地区 SP1080)(第 641図 )

Ⅳ-2区南西端、H・ 12グ リッドに位置する、長径110cm深度44cmを 測る楕円形の小穴。遺物は土師

質土器片・杯・羽釜が出土。1123は 土師質土器杯の下半部。底部外面に回転糸切 り痕を残す。胎土に結
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第638図  Ⅳ地区SD1047遺構 。遺物実測図

0                5cm

晶片岩・絹雲母を含む。13世紀前後か。

小穴88号 (V地区 SP1088)(第 642図 )

Ⅳ-2区西端部北寄 り、L3グ リッドに位置する、長径35cln深 度34cmを 測る楕円形の小穴。遺物は土

師質土器片 。杯 (回転糸切 りほか)、 凝灰岩製砥石が出土。■241よ 凝灰岩製砥石。 2面 を使用 し、図の

上面に聾痕、下面に溝状の擦痕が確認できる。

― ― ■ )り
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涯 重 三 圭 亘 雰 ゴ
1121

第639図  Ⅳ地区
SP1004遺物実測図

1塞

第641図  Ⅳ地区
SP1080遺物実測図

第643図  Ⅳ地区
SPll12遺物実測図

小穴112号 (V地区 SPll12)(第 643図 )

Ⅳ-2区西部南側、13グ リッドに位置する、径30cm深度14cmを 測る円形の小穴。出土遺物は 1点の

みで、1125は銅銭で、元豊通賓の象書体。北宋銭で、1078年初鋳。劣化著しく、細かく割れる。

小穴149号 (V地区 SPl149)(第 644図 )

Ⅳ-2区西部北側、L4グ リッドに位置する、径40cm深度18cmを 測る円形の小穴。断面は逆台形状で、

埋土は2層 に分層できる。柱痕とみられる土層を確認。

遺物は銭貨のみで、1126～ 1144ま で19点が出土。すべて青銅製である。1126は 開元通費。唐銭で、621

年初鋳。背月。1127は軋元重賓。唐銭で、759年初鋳。背星。1128は宋通元賓。北宋銭で、960年初鋳。

1129は至道元賓。北宋銭で、995年初鋳。面に密着痕あり。■30。 ■31は皇宋通費の真書体。北朱銭で、

1039年初鋳。1132。 1133は 皇宋通賓の象書体。北宋銭で、1039年初鋳。1132は 背に密着痕あり。1134は

嘉祐通賓の真書体。北宋銭で、1056年初鋳。1135は 治平元費の象書体。北宋銭で、1064年初鋳。背鋳ズ

レ。1136は興寧元賓の真書体。北朱銭で、1068年初鋳。背に穴ズレ、上部に枝痕を残す。1137は熙寧元

賓の象書体。北宋銭で、1068年初鋳。背に密着痕あり。1138は 元豊通費の象書体。北宋銭で、1078年初

鋳。面に密着痕あり。1139は 政和通質の真書体。北宋銭で、1111年初鋳。1140は洪武通賓。明朝銭で1368

年初鋳。小様であるが、肉厚で彫 り深い。面に密着痕あり。1141～ 11441よ 永楽通費。明朝銭で、1408年

初鋳。遺構の年代は、出土遺物から15世紀前葉～16世紀代 と考えられる。

第640図  Ⅳ地区SP1006遺物実測図

第642図  Ⅳ地区SP1088遺物実測図

1124
銅銭

0

その他の遺物

0                10cm
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0                    4cm
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B ツ 犠

0           50cm

1 暗灰責色25Y4/2砂 質土 (し まり弱)

灰白色シル トブロック含む
2 オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

砂性強い

第644図  Ⅳ地区SPl149遺構 。遺物実測図
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第645図  Ⅳ地区
SP1225遺物実測図

悦 1蘭

第646図  Ⅳ地区
SP1236遺物実測図

第647図  Ⅳ地区
SP1256遺物実測図

金属製品

0                5cm

その他の遺物

0                    10cm
|

第648図  Ⅳ地区SP1304遺物実測図

第649図  Ⅳ地区SP1309遺物実測図
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第650図  Ⅳ地区
SP1344遺物実測図

小穴225号 (V地区 SP1225)(第 645図 )

Ⅳ-2区西部南側、15グ リッドに位置する、長径50cm深度46cmを 測る楕円形の小穴。出土遺物は 1

点のみで、1145は土師質土器皿。底部外面に静止糸切 り痕を残す。胎土に結晶片岩と絹雲母を含む。16

世紀代とみられる。

可ヽ穴236号 (V地区 SP1236)(第 646図 )

Ⅳ-2区西部南側、15グ リッドに位置する、長径55cm深度52cmを 測る不整な楕円形の小穴。遺物は

土師質土器片・皿が出土。1146は土師質土器皿。回転台成形で、底部外面に静止糸切 り痕を残す。胎土

に結晶片岩と絹雲母を含む。16世紀代 とみられる。
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小穴256号 (V地区 SP1256)(第 647図 )

Ⅳ-2区西部中央、K6グ リッドに位置する、径35cm深度36cmを 測る円形の小穴。出土遺物は 1点の

みで、■47は 土師質土器皿。回転台成形で、底部外面は回転糸切 りとみられるが静止糸切 りの可能性も

ある。のち板目痕を残す。胎土に砂岩を含むとみられる。

小穴304号 (V地区 SP1304)(第 648図 )

Ⅳ-2区中央部北側、K9グリッドに位置する、一辺55cm深度16cmを 測る隅九方形の小穴。出土遺物

は 1点のみで、1148は 土師質土器羽釜。鍔部は折 り曲げ技法で作る。鍔部直下に連続 した指頭圧痕を残

し、体部外面タテハケ、底部外面板ナデ、内面板ナデを施す。15世紀頃とみられる。

小穴309号 (V地区 SP1309)(第 649図 )

Ⅳ-2区中央部、19グ リッドに位置する、一辺65cm深度30cmを 測る隅丸方形の小穴。遺物は土師質

土器杯、凝灰岩製砥石が出土。1149は 凝灰岩製砥石。 3面を使用 し、側面の 1面 と上端面に基痕あり。

小穴344号 (V地区 SP1344)(第 650図 )

Ⅳ-2区中央部北側、114グ リッドに位置する、径25cm深度12cmを 測る円形小穴。出土遺物は 2点の

みで1150。 1151は 鉄釘。1150は 3点の釘が錆で癒着。 2点は頭部をL字に屈曲させ、平頭に作る。

Ⅳ-3区 (第651図 )

Ⅳ-3区は、Ⅳ地区東部に位置する調査区である。全体的に北へ向けて傾斜する。遺構は南半部に集

中し、北は畑作地としての利用を示す溝群が検出されるのみで、居住域から外れた集落縁辺部の様相を

示す。中央部南側を中心に、鋳型や溶解炉壁などが出土することから、ごく近い場所に鋳造工房が存在

すると考 え られる。Ⅳ-3区 では SAll棟、SG 2基、SK143基 、ST16基、SU12基、SD40条、SX l基、

SP358基を検出。

掘立柱建物16号 (Ⅳ地区 SA1016)(第 652図 )

Ⅳ-3区西部南側、C・ D20。 1グ リッドに位置する。東西 3間 (4.4m)南北 2間 (3.3m)床 面積

14.6ぽ 、9基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N81° Wを向く。柱穴の平面形は円形または楕円形で、

径23～ 43cm深度 9～ 31cmを 測る。断面は逆台形状またはu字状で、EP l・ 5・ 7で柱痕 とみられる土

層を確認。出土遺物は皆無。

掘立柱建物17号 (V地区 SA1017)(第 653図 )

Ⅳ-3区西部南端、B・ C19。 20グ リッドに位置する。東西 2間 (3.7m)南北 2間 (4.2m)床 面積

15。 5♂、 8基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N10° Eを 向 く。柱穴の平面形は円形で、径30～ 38cm

深度18～ 42cmを 測る。断面はU字状で、すべての柱穴で柱痕とみられる土層を確認。

遺物は EP l・ 4・ 6か ら、土師質土器片、近世陶器 (肥前系 )、 鉄釘が出土。1152は EP l出土の鉄

釘。頭部を欠 く。遺構の年代は、出土遺物から17世紀代 と考えられる。
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第654図  Ⅳ地区SA1018遺構・遺物実測図

掘立柱建物18号 (V地区 SA1018)(第 654図 )

Ⅳ-3区西部南端、A～ C20。 1グ リッドに位置する。東西 2間 (3.8m)南北 2間 (4.3m)床 面積

16。 3ぜ、 8基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N8° Eを 向 く。柱穴の平面形は円形で、径30～ 40cm

深度17～ 36cm。 断面は逆台形状またはu字状で、EP 6を 除いた柱穴で柱痕とみられる土層を確認。

遺物は EP l～ 4か ら土師質土器煮炊具・鍋・羽釜、備前陶器壺が出土。1153は EP 2出上の上師質土

器羽釜。鍔部は低 く退化 し、折 り曲げ技法で作る。鍔部直下に指頭圧痕を残 し、内面横位の板ナデ (部

分的にハケ)を 施す。胎土に金雲母を多 く含む。■54は B増 出上の備前焼陶器小壷の下半部。底部外

面に回転糸切 り痕を残す。茶入れまたは雀口か。内面に鉄分は付着 しない。遺構の年代は、出土遺物か

ら概ね16世紀代と考えられる。

掘立柱建物19号 (V地区 SA1019)(第 655。 656図 )

Ⅳ-3区西部北寄 り、E・ F2・ 3グ リッドに位置する。東西 2問 (5.Om)南 北 2間 (5.Om)床 面

ギ
lp薄 lm
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積25.0ぜ、 8基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N16° Eを 向く。柱穴の平面形は円形または隅丸方

形で、径35～ 50cm深度21～ 65cmを 測る。断面は逆台形状またはu字状で、EP l・ 4・ 6で柱痕 とみら

れる土層が確認でき、EP 6では根石を伴う。

遺物は EP 4・ 5,8か ら、土師器または土師質土器片、備前陶器甕が出土。1155は EP 5出上の備前

焼陶器甕の体部片。外面に 1条の凸帯を只占り付けており、水屋奏とみられる。北野編年 I～ Ⅱ期に相当

し、15世紀中葉～末の年代が与えられる。

掘立柱建物20号 (V地区 SA1020)(第 657図 )

Ⅳ-3区西部南寄 り、BoC4～ 6グ リッドに位置 し、南東隅は遺構に切 られる。東西 2間 (3.8m)

南北推定 4間 (5.lm)床面積19.4♂ 、10基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N15° Eを 向 く。柱穴の

平面形は円形または楕円形で、径30～ 75cm深度22～ 60cIIlを 測る。断面は逆台形状またはu字状で、EP

l・ 3・ 6・ 10で柱痕とみられる土層を確認。遺物は EP 4・ 7か ら土師器片、土師質土器羽釜が出土。

掘立柱建物21号 (V地区 SA1021)(第 658図 )

Ⅳ-3区西部中央、C6グ リッドに位置 し、市東隅は撹乱に切 られる。東西 2間 (3.Om)南北 1間

(3.Om)床面積9.0だ、 5基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N13° Eを 向 く。柱穴の平面形は円形

で、径30～ 40cm深度16～54cmを 測る。断面は逆台形状またはu字状で、EP l・ 2・ 4で柱痕 とみられ

る土層を確認。出土遺物は皆無。

掘立柱建物22号 (V地区 SA1022)(第 659図 )

Ⅳ-3区 中央部南端、S・ T7・ 8グ リッドに位置する。東西 3間 (5。 3m)南北 2間 (4.3m)床 面

積22.8♂、 7基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N75° Wを 向 く。南東隅の柱穴を欠 く。柱穴の平面

形は円形または隅丸方形で、径55～ 80cm深度20～ 53cmを 測る。断面は逆台形状で、EP 5～ 7で柱痕 と

みられる土層を確認。

遺物はすべての柱穴でみられ、弥生土器片、土師器片 (赤彩ほか)・ 杯 (赤彩ほか)・ 煮炊具、製塩土

器、須恵器片・杯 。蓋、土師質土器片、緑釉陶器碗、溶解炉が出土。

1156イまH■ 出上の高台付土師器杯または椀の下半部。全面に赤彩を施す。胎土に結晶片岩と絹雲母

を含む。■57は H》 7出土、1158は EP 5出上の須恵器蓋。ともに天丼部中央部を欠 く。1159は EP 6出

上で、無高台の須恵器杯。 8世紀頃とみられる。1160は EP 5出上の緑釉陶器碗の底部。低い蛇ノロ高

台をもつ。歌質焼成で、釉の剥離が著 しい。京都産とみられ、高橋編年の I期、 9世紀前葉の年代が与

えられる。1161は EP 2出上の製塩土器の上半部。外面に指頭圧痕、内面に布目圧痕を残す。胎土は粗

い。

遺構の年代は、出土遺物から9世紀前半頃と考えられる。

掘立柱建物23号 (V地区 SA1023)(第 660～ 662図 )

Ⅳ-3区中央部南側、T・ A8。 9グ リッドに位置する。東西 2間 (4.4m)南北 2間 (4.Om)床 面

積17.6r、 8基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N15° Eを 向く。柱穴の平面形は隅丸方形または不

整円形で、一辺35～ 65cm深度27～44cmを 測る。断面は逆台形状またはu字状で、EP 5を 除 く柱穴で柱
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痕とみられる土層を確認。

遺物は団)2・ 4～ 8か ら、土師器片・煮炊具、須恵器片・杯、土師質土器片・杯 (静止糸切 り)・ 括

鉢、須恵質土器椀が出土。1162は EP 6出上の須恵器杯。底部を欠 く。混入とみられる。1163は EP 8出

土の上師質土器悟鉢の口縁部片。端部を内上方に拡張する。内面横位の板ナデのち悟目を施す。外面に

煤が厚 く付着することから、煮炊具として用いられたと考えられる。

遺構の年代は、出土遺物に古代の遺物を含むが、概ね16世紀代 と考えられる。

掘立柱建物24号 (Ⅳ地区 SA1024)(第 663図 )

Ⅳ-3区 中央部南端、S・ T9。 10グ リッドに位置する。東西 2間 (4.3m)南北 2間 (4.9m)床 面

積21,3だ、 8基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N14° Eを 向 く。柱穴の平面形は隅丸方形または不

整円形で、一辺50～ 80cm深度20～ 58cmを 測る。断面は逆台形状またはu字状で、回型 で柱痕 とみられ

る土層が確認でき、EP 4で は根石とみられる小礫を伴う。

遺物は口4～ 3・ 5～ 8か ら、土師器片・皿・煮炊具・製塩土器、須恵器片・杯・蓋・奏、土師質

土器片・杯、鉄津が出土。1164は EP 3出土の上師質土器杯。回転台成形で、底部外面に静止糸切 り痕

を残す。胎土に結晶片岩と絹雲母を含む。混入とみられる。1165～ 1167は EP 8の 出土遺物。1165は 土

師器皿。内外面に赤彩を施す。胎上に結晶片岩と絹雲母を含む。1166は無高台の須恵器杯。胎土は粗 く、

焼成はやや不良。1167は 製塩土器の口縁部片。外面指頭圧痕を残 し、内面の布目圧痕は不明瞭。

遺構の年代は、出土遺物に中世遺物を含むが、主体は 8～ 9世紀代 と考えられる。

掘立柱建物25号 (V地区 SA1025)(第 664図 )

Ⅳ-3区中央部南端、RoS9～ 11グ リッドに位置する。東西 3間 (6.2m)南 北 1間 (2.4m)床 面

積14.9ぜ、 7基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N77°Wを向 く。柱穴の平面形は隅丸方形または円

形で、一辺28～ 53cm深度12～ 56cm。 断面は逆台形状またはU字状で、EP l。 2・ 4・ 5で柱痕 とみら

れる土層を確認。遺物は EP 4・ 5。 7か ら、土師器片、土師質土器皿 (静止糸切 り)、 溶解炉、鉄淳が

出土。

掘立柱建物26号 (V地区 SA1026)(第 665図 )

Ⅳ-3区東部南側、Q・ R16・ 17グ リッドに位置する。東西 2間 (4.lm)南北 2間 (3.9m)床 面積

16.0ド 、7基の柱穴をもつ側柱建物で、建物主軸 N69° Wを 向く。柱穴の平面形は円形または楕円形で、

径35～ 60cm深度■～32cmを 測る。断面は逆台形状またはu字状で、EP 4・ 6で柱痕 とみられる土層を

確認。遺物は EP 3・ 4か ら、土師器煮炊具、土師質土器片、近世磁器片が出土。

柵列 2号 (V地区 SG1002)(第 666図 )

Ⅳ-3区西部南端、A・ Bl～ 4グ リッドに位置する。東西 4間 (12.Om)5基 の柱穴が一の字形に

列ぶ柵列で、主軸は N74°Wを向 く。柱穴の平面形は円形または隅九方形で、径33～ 60cm深度22～ 47cm

を測る。断面は逆台形状またはU字状で、日)3・ 5で柱痕とみられる土層を確認。遺物はEP l・ 2・

5か ら、土師器片・煮炊具、鉄津が出土。

―- 86 -―
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0                       4m

第666図  v地区SG1002遺構実測図

L=65,80m

第667図  V地区SG1003遺構実測図

柵列3号 (V地区 SG1003)(第 667図 )

Ⅳ-3区東部南端、o19。 20グ リッドに位置する。東西3間 (6`4m)4基の柱穴が一の字形に列ぶ

柵列で、主軸はN80° Wを向く。柱穴の平面形は円形で、径20～ 30cm、 深度13～20cmを測る。断面はU

字状で、柱痕は確認できない。出土遺物は皆無。

土坑244号 (V地区 SK1244)(第 668図)

Ⅳ-3区西端部南側、D20グ リッドに位置する、長軸150oll短軸86clll深 度37cmを 測る長方形の上抗p

主軸は N85° Wを 1測 る。断面は方形で、埋土は 1-層。

遺物は土師質―土器片 `杯 (静止糸切り)・ 揺鉢 。鍋、青磁片、近世陶器皿 (肥前系)が出土。1168は|

土師質土器鍋。器高が浅く、焙烙状の器形―。頭部内面に不明瞭な稜が付く。外面ユビオサエのち板ナデ、

内面積位の板ナデを施す。遺構の年代は、出土遺物から16世紀～17世紀代と考えられる。

土坑246号 (V地区 SK1246)(第 669図 )

Ⅳ-3区西端部南端、B20グ リッドに位置する、長軸90oxl短軸70cm深廃1lclllを 測る不整な楕円形の土

坑。主軸はN41° Wを向く。断面は皿状で、埋土は1層。出土遺物は1点のみで、1169は鉄製の火打ち

一-89-―



キ

・

L=6490m

1 オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

砂性強い

0                     1m

L=6500m

下、_ュ_∵イ■
i

0          1m

l オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

灰オリーブ色シル トブロック含む

0                10cm

第668図  Ⅳ地区SK1244遺構 。遺物実測図

§1四

0                    5cm

第669図  Ⅳ地区SK1246遺構 。遺物実測図
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金。下辺に緩やかな凹みがあり、使用による磨耗と考えられる。

土坑248号 (V地区 SK1248)(第 670図 )

Ⅳ-3区西部南端、A・ Blグ リッドに位置する、長軸140cm短軸86cm深度16cmを 測る楕円形の土坑。

主軸はN12° Wを 向く。断面は逆台形状で、埋土は1層。

遺物は土師質土器煮炊具・鉢、青磁碗、鉄釘が出土。1170は 青磁碗の底部。高台外面途中まで施釉し、

以下高台内側にかけて露胎。釉は透明度高く貫入を伴う。上田分類D一 I類に相当し、14世紀代の年代

が与えられる。1171は 土師質土器鉢の底部。内面は磨耗によって指目が確認できない。外面に煤が付着

しており、煮炊きに使用されたとみられる。遺構の年代は、出土遺物から概ね15世紀頃と考えられる。

土坑268号 (V地区 SK1268)(第 671図 )

Ⅳ-3区東部南端、P17グ リッドに位置する、長軸140cm短軸74 cm深度22cmを 測る不整な楕円形の土

坑。主軸はN55° Wを 向く。断面は逆台形状で、埋土は1層 である。埋上下位に10～ 40cm大 の礫が多量

に出土する。配置の規則性は見いだせない。遺物は土師器片 。煮炊具、須恵器片が出土。

土坑277号 (V地区 SK1277)(第 672図 )

Ⅳ-3区西部南端、A2・ 3グ リッドに位置する、長軸75cm短軸68cm深度31cmを 測る不整形の上坑。

断面は不整な逆台形状で、埋土は3層 に分層。遺物は土師質土器片・煮炊具、青磁碗が出土。1172は 青

磁碗の底部。内面に「太」字を陰刻。畳付部以内は露胎。釉に貫入を伴う。上田分類B― Ⅱ―a類 (14

世紀後葉～15世紀前葉)か。

上坑280号 (V地区 SK1280)(第 673図 )

Ⅳ-3区西部北側、F3・ 4グ リッドに位置する、長軸190cm短軸180cm深度13cmを 測る不整な隅丸方

形の上坑。主軸はN14° Eを 向く。断面は逆台形状で、埋土は1層。遺構中央部の検出面で40cm前後の

礫が 3点出土Ь出土遺物は 1点のみで、1173は土師質土器皿。底部外面に回転ヘラ切り痕を残す。口縁

は体部との境でくの字に屈曲し、外反する。胎土は粗く、絹雲母と多量の結晶片岩を含む。

土坑281号 (Ⅳ地区 SK1281)(第 674図 )

Ⅳ-3区西部北側、F4グ リッドに位置する、長軸150cm短軸145cm深度28cmを 測る隅九方形土坑。断

面は逆台形状で、埋土は1層 である。10～40cm大 の礫が疎らに出上し、配置に規則性は見いだせない。

遺物は土師器片 。煮炊具、土師質土器杯 。皿が出土。1174。 1175は土師質土器皿。底部外面は■74が

回転ヘラ切り、1175が回転糸切り痕を残す。1174は胎土に結晶片岩を含む。■76は土師質土器杯。回転

台成形で、底部外面に回転ヘラ切り痕を残す。胎土は粗く、結晶片岩と絹雲母を含む。

遺構の年代は、出土遺物から概ね13世紀頃とみられる。

上坑292号 (V地区 SK1292)(第 675図 )

Ⅳ-3区西部中央、C5グ リッドに位置する、長軸108cm短軸75cln深度44cmを 測る隅九長方形土坑。

主軸はN79°Wを 向く。断面は袋状で、埋土は2層 に分層。
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遺物は土師質土器羽釜 (内耳)、 陶器碗、鉄津が出土。■77は瀬戸美濃系陶器碗の底部。内面にヘラ

ケズリの削 り残 しとみられる隆線が圏線状にめぐる。内面に灰釉を施 し、外面露胎。古瀬戸編年後 Ⅱ期

頃、14世紀後葉～15世紀前葉とみられる。1178は土師質土器羽釜。鍔部の退化著 しい。口縁は大きく内

傾する。口縁・鍔間に焼成前穿孔 し、外側の鍔部を外上方に拡張して把手部を作る。内面にヨコハケを

施す。16世紀代 と考えられる。

上坑294号 (V地区 SK1294)(第 676図 )

Ⅳ-3区西部南寄 り、B5グ リッドに位置する、長軸125cm短軸90cm深度34cmを 測る隅九方形の上坑。

主軸は N13° Eを 向く。断面は逆台形状で、埋土は3層 に分層。遺物は土師器杯、製塩土器が出土。1179

は土師器杯。口縁端部をわずかに内側に折 り返し、 1条の凹線を引 く。内面の体底部境に横位のヘラミ

ガキを施す。全面に赤彩を施す。 8世紀代 とみられる。

上坑296号 (Ⅳ地区 SK1296)(第 677図 )

Ⅳ-3区西部中央、B・ C6グ リッドに位置し、東側を撹乱に切 られる。長軸115cm短軸75cm深度24cm

を測る円形の土坑。断面は方形で、埋土は 3層 に分層。

出土遺物は 1点のみで、■801ま 染付碗。底部内面草花文、口縁外面に渦文、体部外面下端に唐草文を

廻 らす。高台に繊維状の離れ砂付着。釉に貫入を伴う。器形は小野分類の染付碗 C群に近似するが、

文様は異なる。滞州窯系 とみられる。15世紀後葉～16世紀前半の年代が与えられる。

土坑297号 (V地区 SK1297)(第 678図 )

Ⅳ-3区西部中央、B・ C6グ リッドに位置する、長軸170cm短軸115cm深度24cmを 測る不整な隅丸方

形の土坑。主軸は N13° Eを 向く。断面は逆台形状で、埋土は 1層 である。遺構中央北寄 りの検出面で

30～ 50cm大の礫 3点が出土する。遺物は溶解炉壁が出上している。

上坑298号 (Ⅳ地区 SK1298)(第 679・ 680図 )

Ⅳ-3区西部南端、T・ A4・ 5グ リッドに位置する、長軸195cm短軸190cm深度 8 cmを 測る不整な隅

丸方形の土坑。主軸は N15° Eを 向く。断面は皿状で、埋土は 1層 である。埋土上位で10～ 25cm大 の礫

が散在する。細長い棒状の礫が多い。

遺物は土師器煮炊具・甕、製塩土器、土師質土器片・杯・羽釜が出土。1181は土師質土器杯の下半部。

底部外面に回転ヘラ切 り痕のち板目痕を残す。胎土に結晶片岩と絹雲母を含む。13～14世紀代 とみられ

る。1182は土師器甕の上半部。外面タテハケ、口縁内面ヨコハケ、体部内面板ナデを施す。1183。 1184

は土師質土器羽金。ともに鍔部は折 り曲げ技法で作る。1183は鍔部直下に連続 した指頭圧痕を残 し、体

部外面に脚部の剥離痕がある。1184は体部外面下位に脚部を貼 り付け、底部外面に格子タタキを残す。

ともに14世紀代 と考えられる。

土坑299号 (V地区 SK1299)(第 681図 )

Ⅳ-3区中央部南端、T6グ リッドに位置する、長軸195cm短軸120cm深度44cmを 測る隅丸方形土坑。

主軸は N75° Wを 向く。断面は逆台形状で、埋土は4層。西半部は上からの掘削により落ち込む。
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0                      10cm

第676図 Ⅳ地区SK1294遺構 。遺物実測図

0                      10cm

第677図  Ⅳ地区SK1296遺構 。遺物実測図

0         1m

オリーブ褐色25Y4/3砂 質土 (しまり強)

黄褐色細砂ブロック含む、砂性強い

暗灰責色25Y4/2秒 質土 (しまり強)
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1 オリーブ掲色25Y4/3砂 質土 (し まり強)

黄掲色砂質土ブロック含む

第678図
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|

Ⅳ地区SK1297遺構実測図
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―  ― ■     砂性強い
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第679図  Ⅳ地区SK1298遺構実測図
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第680図  Ⅳ地区SK1298遺物実測図

遺物は西半部の検出面付近に集中し、土師器片 。煮炊具・電、製塩土器、須恵器片・杯蓋・甕が出土。

l185。 1186は 土師器竃で、1185は 口縁部～体部上位、■86は体部下半。ともに外面はタテハケを施し、

下端部のみヘラケズリで調整。内面上部は斜位板ナデを施し、下部は指頭圧痕を残す。胎土は粗い。

土坑301号 (V地区 SK1301)(第 682～ 689図 )

Ⅳ-3区 中央部北端、E9グ リッドに位置する、長軸285cm短軸95cm深度26cmを 測る楕円形の土坑。

主軸はN67° Wを 向く。断面は逆台形状で、埋土は1層。埋土上半を中心に5～ 50cm大の礫が多量に出

土する。長さ30cmを 超える礫は多くが柱状を呈するもので、遺構長軸と直交する南北方位を向く。

遺物は礫に混じって、土師質土器片・悟鉢、須恵質土器片、溶解炉、鋳型 (鍋 。鋤先)、 角礫凝灰岩

製石臼 (上臼)が出土。なかでも鋳型や溶解炉壁の出土量が多く、これら鋳造遺物の廃棄土坑であった

と考えられる。遺構の年代は、出土遺物から概ね15～ 16世紀代と考えられる。
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第683図  Ⅳ地区SK1301遺物実測図 (2)

1187は土師質土器悟鉢の底部。内外面の一部に煤付着。15～ 16世紀代 と考えられる。

■88は角礫凝灰岩製石臼 (上 臼)。 三豊平野北側の七宝山産石材の可能性が高い。下面は磨耗 し、溝

目は確認できない。

1189～ 1204は土製の鋳型。■89～ ■91は鍋の鋳型とみられるが磨耗著 しい。1189。 11901ま 体部、1191

は口縁か底部上位 とみられる。一点破線内は上真土の残存範囲。上真土は灰白色または浅黄色を呈 し精

良で、粗真土は赤褐色で含有物を多量に含む粗い土である。ともに結晶片岩と絹雲母を含む。

1192～ 1204は 鋤先の鋳型。長さ約30cm幅約18cm厚 み6.Ocm前後の直方体のブロック状を呈 し、内面平

坦な上型と凹面状の下型を合わせて使用。図の網掛け部で、薄い部分は被熟変色部、濃い部分はクロミ

の残存部。以下、鋳型については同じ凡例を使用する。真土は粗真土・上真上の区別はなく、金属が接

触する面にはクロミを塗布する。真土は 1～ 31n14の 砂を多 く含む粗い土で、結晶片岩や絹雲母を含む。

クロミはきめ細かい泥土で、民俗例では木炭の粉末を加えて作る。以下、鋤先鋳型の胎土に関しては、

特に記述ない限り同じものである。

■92～ 1200は 上型。1192は もっとも残存率がよい個体で、上半部にあたる。上端に湯口を設ける。被

熟痕から、左右肩部に返 り状の突出部が付 くとみられる。中央に断面 V字の溝を設けることから、製

品の外側に稜が付 く。外面にC字形の溝が掘 り込まれるが、これは記号とみられる。1193は 下半部で、

1192と 同一個体の可能性がある。中央に溝の続きが確認できる。外面に横方向の溝があり、縄掛け部と

みられる。■94は左上位、1195は右上位、■97は左側中～下位とみられる。■96は右中位 とみられ、外

面に縄掛け部の四みを有する。■98は 中央下端部とみられ、内面中央に溝を設ける。1199。 1200は 上部

が山形を呈するとみられる。肩部は返 りを設けない。1199は被熱部左側に浅い溝を有する。1200は外面

f冤::>´

＼_う
〔〔と上r
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第684図  Ⅳ地区SK1301遺物実測図 (3)

に縄掛け部の凹みを有する。1201。 1202は 内面の縁部が高 く盛 り上がる下型とみられる。1201が左側中

位、1202が右側中位である。1203・ 1204は 内面の遺 りが悪い。1204は外面にT字状の記号を有する。

1205～ 1216は溶解炉壁。甑炉と呼ばれる樽形の炉とみられる。甑炉は上部から木炭と鉄材を投入し、

体部に設けた羽口から送風、下部から溶解した鉄を流す。分割成形され、各部の継目にはクライ (ね な

わ)と 呼ばれる比較的精良な土で接着する。炉壁は内面に津が付着 しており、図では網掛けで表す。津

は比較的鉄分を多 く含む部分 (鉄分淳)と 、炉壁が溶融 したガラス質を多 く含む部分 (ガ ラス質淳)が

みられる。津には燃料炭の木炭片が絡むことがある。炉壁の外側は土質部分で、外面は遺存状態が悪 く

調整痕を残すものはない。図上では断面の破線より内側が被熱による変色部で、内外で胎土の違いはな
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